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研究成果報告書概要研究成果報告書概要研究成果報告書概要研究成果報告書概要    

 

１ 学校法人名   常翔学園         ２ 大学名   大阪工業大学     

 

３ 研究組織名   ナノ材料マイクロデバイス研究センター   

 

４ プロジェクト所在地  大阪市旭区大宮５丁目１６−１  

 

５ 研究プロジェクト名  セキュアライフを支援するデバイス・システム基盤研究拠点の形成  

 

６ 研究観点   研究拠点を形成する研究     

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

佐 々  誠 彦 工学研究科 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  14 名 

 

９ 該当審査区分    ○理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

佐々 誠彦 
工 学 研 究 科 ・

教授 

テラヘルツ波を応用したセン

サーデバイスの開発 
プロジェクト統括 

前元 利彦 
工 学 研 究 科 ・

教授 

ナノ複合材料電子・光デバイ

スの開発 
デバイスグループリーダー 

矢野 満明 
工 学 研 究 科 ・

教授 

酸化物を用いた多機能セン

サーの開発 
デバイスグループ研究者 

棚橋 一郎 
工 学 研 究 科 ・

教授 

金属ナノ粒子を用いた多機

能センサーの開発 
デバイスグループ研究者 

石原 將市 
工 学 研 究 科 ・

教授 

表面アンカリングエネルギー

評価技術の開発 
デバイスグループ研究者 

原田 義之 
工 学 研 究 科 ・

准教授 

高機能光センサー用材料の

光学特性評価 
デバイスグループ研究者 

小池 一歩 
工 学 研 究 科 ・

准教授 

多機能バイオセンサーの開

発 
デバイスグループ研究者 

小山 政俊 工学部・講師 デバイスプロセス技術 デバイスグループ研究者 

上辻 靖智 
工 学 研 究 科 ・

准教授 

新規無鉛圧電材料の設計・

開発とデバイス応用 
システムグループリーダー 

筒井 博司 
工 学 研 究 科 ・

教授 

マイクロ流路センサーシステ

ムの開発 
システムグループ研究者 

小寺 正敏 
工 学 研 究 科 ・

教授 

センサー表面評価技術の開

発 
システムグループ研究者 
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大松 繁 
工 学 研 究 科 ・

教授 

センサー信号処理システム

の設計 
システムグループ研究者 

吉村 勉 
工 学 研 究 科 ・

准教授 

センサーシステム用インター

フェースの開発 
システムグループ研究者 

寺田 二郎 
工 学 研 究 科 ・

客員教授 

センサー機構およびデバイス

の開発 
システムグループ研究者 

（ 共 同 研 究 機 関

等） 

 
   

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成２７年９月１日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

住友電工デバイスイ

ノベーション 
工学部・講師 小山 政俊 

デバイスグループ研

究者 

 

１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

 本プロジェクトの目的は，わが国で急速に進行する少子・高齢化にともなう社会負担を軽減

することに貢献するデバイス・システム技術の開発である。このような目的で，従来，本研究

プロジェクトの研究母体となるナノ材料マイクロデバイス研究センターでは，平成 18 年度に

「人に優しい機能集積ナノ材料の創製とマイクロデバイス応用」がハイテクリサーチセンター

整備事業への採択を受け，「健康・安全・安心」な社会を構築するために，ナノテクノロジーを

利用した「材料・デバイス分野」を中心にしたプロジェクトを進めてきた。 

 本プロジェクトでは，それまでに開発した材料・デバイス・センサー技術に関する成果を，さ

らに実用的な技術に高めるため，個々のセンサー・デバイスを健康分析チップなどの実用シ

ステムに集積化し，安価で簡便に利用できるシステムを構築するための基盤技術を検討し，

得られる成果によって社会に貢献することが目的である。 

 健康分析および環境分析センシングシステム構築のための基盤技術を検討するため，「デ

バイスグループ」と「システムグループ」の２つのグループを構成し，それぞれに以下のような

研究課題を設定し，研究を進めた。 

 

デバイスグループ 

 新規センシング材料とセンサー・デバイスの開発ならびにシステム化に必要なデバイス・プ

ロセス技術の検討を行った。 

 

システムグループ 

 各センサー・デバイスからの信号処理の方法ならびにシステムを構成する際に必要な基盤

技術，ネットワーク化に必要なインターフェース技術や情報通信技術などの検討・開発を行っ
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た。 

 本プロジェクトの運営により，多分野の研究者を有機的に連携させた研究を実施し，世界的

に評価される高い成果をあげ，健康モニター・分析チップの実現に向けた基盤技術を開発

し，社会に貢献することを目的とした。 

 また，プロジェクトに参加する，若手研究者の研究能力を育成し，グループ構成，本学の研

究の活性化を図るとともに，関連する大学院生が，プロジェクトに積極的に参加することによ

って，より高い能力が得られるよう，プロジェクトを運営した。 

（２）研究組織 

研究組織の位置付け 

 本研究プロジェクトを推進する研究母体となるナノ材料マイクロデバイス研究センターの学

内の位置付けを図１に示す。工学部の附設研究施設であるナノ材料マイクロデバイス研究セ

ンターは，学内ナノテクノロジー先端研究ならびに教育の場として，学内研究グループによる

研究利用および学部・大学院学生に対する教育利用（教育部会）のセンターとして，機能して

いる。これらはセンター設置の目的に則した本来の機能であり，本プロジェクトとは独立に，

本学の経費により運営されている。 

 

研究グループの構成，代表者役割 

 これら通常のセンターの役割とは別

に，図中に背景色付で示したように，

本プロジェクトを推進するプロジェクト

グループを構想調書に記載したように

組織し，健康分析および環境分析セン

シングシステム構築のための基盤技

術を検討するため，「デバイスグルー

プ」と「システムグループ」の２つのグ

ループを構成した。それぞれのグルー

プには，主に工学研究科に属する研

究員が属し，「デバイスグループ」7 

名，「システムグループ」6名の計 13名

の研究員を配し，加えて研究支援者 1

名を採用し，14 名がそれぞれの課題に基づいて研究を推進している。それぞれのグループ

にはグループリーダーがおり，グループ内の研究を管理推進するとともに，研究代表者が全

体の研究を統括している。また，年度による変動があるが，各研究員研究室に所属の大学院

生 20-30 名がプロジェクトの当該テーマを担当し研究に参加している。 

 

グループ間の連携状況 

 健康分析および環境分析センシングシステム構築のための基盤技術を検討するため，「デ

バイスグループ」がより基本要素となる材料・デバイス・センサー技術を担当し，「システムグ

ループ」がセンサーおよびそのシステム構成技術を担当している。しかし，それぞれの研究内

容は独立ではなく，「デバイス」側から「システム」側，あるいはその逆のフィードバックが適宜

行われるよう，毎年，数回から 5 回程度研究会を実施し，成果の共有を図るとともに，必要な

成果・技術の移管が行われるよう，グループ間の連携を考慮してプロジェクト全体の運営を行

った。 

 

共同研究体制 

 研究は，学内のグループによる研究だけに留まらず，国内の他の研究期間および海外の
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大学などとの共同研究も含まれている。 

 

評価・支援体制 

 本プロジェクト研究による成果は，毎年度開催されるシンポジウムや成果報告会などで学

外に発信するとともに，外部評価委員によるご意見・評価を頂きながら必要な修正等を行い

進める体制をとっており，プロジェクト運営に対するご支援を頂いている。また，研究母体であ

るナノ材料マイクロデバイス研究センターは工学研究科附設の研究センターであることから，

センター運営にかかる経常経費，人的支援など，本学学長，工学研究科長からの支援はもと

より，会計課，施設課等の恒常的な支援のもとに，本プロジェクトの運営が成り立っている。 

（３）研究施設・設備等 

研究施設の名称他 

 本研究プロジェクトの実施拠点は上述のナノ材料マイクロデバイス研究センターである。本

センターは本学の既設施設であり，クリーンルーム施設を含む，総面積 992 m2 の施設であ

る。本プロジェクトによる新たな増設・改良等は行っていない。 

 

導入した研究設備の名称および利用目的，稼働時間 

 本研究プロジェクトで導入した研究設備は以下の通りであり，その全てを初年度に導入し，

稼働させ，プロジェクト期間中の主力装置として利用した。 

○ 原子間力顕微鏡：センサー用半導体等材料評価，酵素薄膜等の表面構造解析（使用者

19 名，使用状況 6h/日） 

○ デバイス静特性・雑音特性評価装置：作製したセンサーおよび回路特性の評価（使用者

19 名，使用状況 4h/日） 

○ 誘電体・強誘電体評価システム：センサー材料のインピーダンス解析（使用者 3 名，使用

状況 3h/日） 

○ ナノインクジェットプリンタ：センサー・電極材料の直接印刷・微細パターニングに使用（使

用者 8 名，使用状況 6h/日） 

○ デジタルマイクロスコープ：分析化学チップの流路観察（使用者 9 名，使用状況 4h/日） 

○ 対向ターゲット式スパッタ装置：センサー用の半導体や圧電体，誘電体の薄膜作製に使

用（使用者 19 名，使用状況 8h/日） 

○ 3D リアルサーフェスビュー顕微鏡：金属ナノ粒子の評価（使用者 5 名，使用状況 3h/日） 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

 本プロジェクトは，これまでに実施した先行プロジェクトで開発した材料・デバイス・センサー

技術に関する成果を，健康分析チップの構築など，さらに実用的な技術に高めるため，個々

のセンサー・デバイスを実用システムに安価に集積化し，利用できる基盤技術を検討するとと

もに，システム化技術についても検討した。 

 各グループで，以下に示すような研究課題について検討を進めた。研究課題は，当初の構

想調書に記載された内容を具体化したものとなっており，中間報告時の報告事項をベースと

して記載しているが，中間報告時の留意点なども考慮し，新規に加わった内容も含んでい

る。それらを含め，当初の研究目標を達成することができたものと考えている。 

 また，本プロジェクトの研究成果は，発表論文 93 編，図書 11 編，招待講演 12 件，国際会

議 168件を含む学会発表 420件に達し，各年度の成果を成果報告書として，国内の大学，研

究機関に 100 部程度を送付して，成果の公開に努めた。 

 

デバイスグループ 

 環境適合性に優れた健康モニター・分析チップの開発に必要な基盤技術の開発を目的に，

以下のような課題を設定し研究を進めた。センシングデバイスを構成する基盤材料は，環境
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適合性に優れた酸化物材料を中心とし，センシング対象はテラヘルツ電磁波，ガス，液体（血

液）に渡っている。以下に示すように，当初計画したそれぞれの研究課題をほぼ達成する結

果が得られ，新規酸化物材料の開発や液晶を利用したガスセンサーなど，次につながる新し

い研究の芽も得られている。 

 

(a) 【課題】ナノ複合材料電子・光デバイスの開発と高感度センサーのためのナノ構造形成と

デバイス加工技術の開発 

【成果】酸化亜鉛を母材として，透明電極と最適化された室温加工プロセスによって，ガラス

ならびにプラスチック基板上に完全に透明な酸化亜鉛薄膜トランジスタの作製に成功し

た。また，pn 接合を用いない新しい原理のダイオードであるセルフスイッチングナノダイオ

ードの低電圧動作と透明化にも成功し，酸化物薄膜を利用した新たなフレキシブルデバ

イスの道を切り拓いた。*1 低コスト化と大面積化を図るため，ナノインクジェット装置を用

いた溶液プロセスによって，上記の新機能デバイスの作製プロセスの開発を行った。他

方，可視光で応答する酸化チタンナノ粒子の開発のため，液相レーザーアブレーション法

を用いてナノ構造の作製を試みた。その結果，酸化チタンはある条件下で還元による黒

色化ならびに高温・急冷を繰り返すことで真球化し、高温熱処理によるルチル構造が従

来の手法と比べ短時間かつ室温条件下で得られることが分かった。可視光応答する真

球ナノ粒子の作製プロセスを開発した。*2 
 (b) 【課題】テラヘルツ波を応用したセンサーデバイスの開発，生活環境モニターデバイスの

開発 

【成果】InAs 薄膜を使った高強度テラヘルツ光源を開発するため，薄膜中の多重反射を積極

的に利用する素子構造を検討した。InAs放射層の下部に高濃度の InAs層で形成したプ

ラズマ反射層を導入し，放射層から下部に向けて放射されたテラヘルツ波の反射率を高

め，従来以上の高強度なテラヘルツ波の放射に成功した。*3 さらに，発光強度を支配す

る，過渡電流自身を増強させる素子構造についても，検討を行った。 
  発光素子に加えて，従来にはない，受光素子の提案を行った。受光機構は，光整流効

果によって生ずる分極と分極により自由キャリアを発生する，ウルツ鉱構造のヘテロ構造

を組み合わせたもので，従来のテラヘルツ検出機構とは異なる新しい原理に基づく検出

素子を提案した。 
(c) 【課題】酸化物を用いた多機能センサーの開発，金属酸化物薄膜の作製とデバイス加工

技術の開発 
【成果】プロジェクトで導入した対向ターゲット式スパッタ装置を用いて，高品質な酸化亜鉛薄

膜／絶縁膜をガラス基板上に作製し，イオン感応電界効果トランジスタ（ISFET）に加工し

た。これによって，市販の Si 製と同レベルの検出感度を有しながら，Si 製では不可避な

可視光下の測定誤差を生じず，ガラス基板上にフォトリソグラフィ法で作製できる，マイク

ロ化学集積チップに適した画期的な ISFET を実現した。*4 
  また，報告例の少ないクロム酸化物系半導体を作製し，そのガス検出機構と検出特性

の添加物依存性を解析して新規の p 型ガス検出センサーを開発し，システムグループが

開発する匂い分析装置に適用した。その他，イオンエレクトロニクスやバイオセンサーの

プラットフォームになる酸化モリブデンや酸化タングステン薄膜のエピタキシャル成長技

術の開発を行ったほか，熱線式マイクロブリッジ MEMS センサーの開発にも成功した。*5 
(d) 【課題】金属ナノ粒子を用いた多機能センサーの開発，多機能センサーを開発するため

の要素技術の構築 

【成果】SPR センサーや SERS 基板への応用を目的に平均粒径 100～200 nm の Ag ナノ粒

子を作製した。アナターゼ型 TiO2 の光触媒作用により，Ag+イオンを室温で光還元して

Ag ナノ粒子を作製し，そのキャラクタリゼーションを SEM、XRD および UV-Vis スペクト
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ルにより行った。作製した Ag ナノ粒子を用いた SPR センサーでは，屈折率 n の異なるア

ルコール（n：1.3292-1.4103）試料で，感度 191 nm/RIU（屈折率 1.0 変化当たりのピーク

波長変化）を得た。また，SERS 基板では，ローダミン 6G を指標に用いて測定した SERS
スペクトルにおいて，Ag ナノ粒子のスペクトル強度が，従来の Ag 薄膜に比較して 20 倍
以上増強されることが分かった。さらに，SPR センサーや SERS 基板の特性は，Ag ナノ

粒子の平均粒径に影響され，粒子が大きくなるに従い感度が高くなることを見出した。*6 
(e) 【課題】表面アンカリングエネルギー評価技術の開発，センサー材料・ディスプレイ材料の

分子設計ツールとデータベースを提供 

【成果】(1) 配向膜形成プロセスを不要とするフレキシブル液晶ディスプレイ用のフィルム基板

を開発した。同フィルムはプライマー樹脂／ポリエチレンテレフタレート／アクリル樹脂を

逐次二軸延伸することによって作製されるが、その液晶配向性はナノ微粒子を含有する

プライマー樹脂の組成に大きく影響することを明らかにした。また，フィルム上の液晶配向

は分子間相互作用に基づくものであるが，表面に櫛歯電極を形成しても，電極幅／電極

間隔を適正に設計すれば，液晶配向性を損なうことなく良好なスイッチング動作が可能で

あることを実証した。*7 (2) 安全・安心・健康に関する意識の高まりをうけ，呼気中の微量

成分の有無により，簡便にガン診断が出来るガスセンサの開発を目指し，その原理確認

とデータベース構築を行った。コレステリック液晶の選択反射波長が，検知されるガス種，

及び液晶構造によってどのように変化するかを詳細に調べた結果，特定の骨格構造を有

する液晶組成物がガスとの接触により，その選択反射波長が短波長シフトすることを見

いだした。*8また，これらの選択反射スペクトルの経時変化プロファイルを利用することに

より特定のガス種を選択的に検知出来る事を実証した。 

(f) 【課題】高機能光センサー用材料の光学特性評価，電気的・光学的評価によるセンサー

用材料の高品質化と構造最適化 

【成果】金属ナノ粒子や半導体ナノ粒子による高機能光センサー応用を目指して，各粒子に

おける表面増強ラマン散乱(SERS)や発光スペクトル等の光学特性評価を行った。本研

究を効率的に推進するため，新たに顕微ラマンーフォトルミネッセンス測定システムを開

発した。これにより，試料表面における微小部からの発光やラマン散乱光の高感度・高精

度測定を可能にした。本研究では，Ag ナノ粒子を TiO2 に担持した Ag/TiO2 薄膜上のロ

ーダミン 6G からは明瞭な SERS 信号の観測に成功した。*9 また，液相合成法により合

成した ZnO ナノ粒子において，励起子に起因する発光スペクトル，および， E2 モード信

号を含む明瞭なラマン散乱光を観測することができた。さらに，基板表面の細溝に埋め込

まれた ZnO ナノ粒子についてラマンマッピング像を得ることに成功した。一連の測定結果

は，デバイスグループ内での SERS や発光を用いたセンサーデバイス開発に大きく役立

った。*10 
(g) 【課題】多機能バイオセンサーの開発，血中の健康指標マーカーを高感度検出するバイ

オセンサーの開発 
【成果】(c) と関連し，高性能な ISFET のゲート表面にシランカップリング処理を施してグルコ

ース酸化酵素を固定化してグルコースセンサーを，免疫グロブリン G と特異結合する核

酸分子アプタマーを固定化して免疫グロブリンセンサーを試作した。*11 これらのセンサ

ーの性能を詳しく調べた結果，血中のグルコースや免疫グロブリン G の濃度検出に適合

していることが判った。連続動作の安定性に課題が残されているものの，多機能バイオセ

ンサー（バイオチップ）の実現に大きく道が切り拓かれた。 
(h) 【課題】多機能センサー用材料のナノ構造自己形成プロセス開発と機能創成 

【成果】高感度センサーの作製に向けて，表面積を増大させる必要があるが，この間の研究

で ZnO ナノロッド長を増大させることに成功した。これまでは 1.6 µm 程度の長 さであっ

たが，加熱時間を 9 時間と従来の 3 倍 にした結果ナノロッド長を 2.5 µm に することが
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できた。またこれまで用いてきた硝酸亜鉛系水溶液に酢酸亜鉛を混合させることで長い

ナノロッドが得られることがわかり，混合比の最適化により加熱時間は 3 時間のままで

4.5 µmのナノロッドを得ることができた。*12さらに酢酸亜鉛系材料の混合なしでも5分で

の急速昇温ではなく，緩やかに 90 分かけて温度を上げる昇温プロセスを検討することに

よっても，ナノロッド 長は 4.5 µm に達した。 
 
システムグループ 

センシングシステム構築のための基盤技術として，マルチセンサーシステムによるガス・匂

い識別システム（環境センサー）の検討，健康モニター用マイクロ化学分析システムの実現に

向けた，新しい送液デバイスや血球分離フィルタの開発，さらにセンサーシステムの構築に

必要な高速信号処理回路やそのノイズ耐性に関する検討など多岐に渡る研究を行い，以下

のように優れた成果が得られている。 

(a) 【課題】センサー表面評価技術の開発，センサー表面でのセンシング機構の解明 

【成果】走査電子顕微鏡による材料評価に重要な試料帯電による表面電位分布を測定でき

るシステムを開発した。*13 電子ビーム照射を受けた絶縁材料表面には電子が蓄積して

負電位が形成されることは概念的に知られていたが，本研究では負電位だけでなく正電

位を含む分布が形成されることを見いだした。その原因が試料表面と、それに対向してい

る対物レンズの底の電極との間で多重散乱するフォギング電子によるものであると始め

て定量的に示すことができた。*14走査電子顕微鏡で nm スケールの高解像画像を取得

している場合でもフォギング電子は数 100 µm から数 mm 程度の広範囲に広がることが

分かり，我々は初めてこの定量的な分布を取得した。導電性の高くない一般的なセンサ

ーの表面とその動作との関係を検討するのに使用される走査電子顕微鏡観察技術では

この現象の理解が重要であることが分かった。 

(b) 【課題】センサー信号処理システムの設計，種々のデバイスのセンサーフュージョンによ

る利用技術の開発 

【成果】金属酸化物半導体センサーにより，8 種類のコーヒーを識別できる匂いセンサーシス

テムの開発に成功（識別率 89.2%）した。*15 引き続き，ppm オーダーのごく微量な濃度

のメチルメルカプタンや硫化水素など口臭に関連している様々なガスの匂い計測および

匂い識別の実験を行い，さらに学習量子化ベクトルなどの新たなニューラルネットワーク

構造を用いて，匂い識別の精度向上を図った（識別率 95.20%）。その後，混合臭の匂い

識別に対して混合前の匂いがどの程度識別可能であるか考察し，混合臭の識別精度を

向上させるアルゴリズムを開発した。最後に，匂い識別器の小型軽量化について考察

し，口臭識別が可能な匂い識別器を開発した。 
(c) 【課題】センサー機構およびデバイスの開発，匂いを信号化するデバイスの検討 

【成果】金属酸化物系セラミックスの基礎検討で，P型の MgCr2O4-TiO2系セラミックスの実用

可能性が高いことを見出した。引き続き，センサー感度を高める為，添加物の探索検討

を行った結果，特徴ある添加物 5種(WO3, Nb2O5, ZnO, CaO, SnO2, ZrO2 等)を見出し

た。そして，ガス検出方法において，これまでのオープンループ駆動方式からクローズド

ループ駆動方式を検討し，ガス応答時間が 20～30％程度短縮改善できることを見出し

た。*16 
  さらに，果物等の熟成制御で必要とされる C2H4 ガスを低濃度（2ppm）から検知可能な

材料を検討した結果，75 mol%(Zn, Mg)Cr2O4-25 mol% TiO2系セラミックスを見出した。

引き続き，より完成度を高める為に傍熱型素子加熱から直熱型素子加熱について検討し

た結果，(Zn,Mg)Cr2O4-TiO2系または MgCr2O4-TiO2系セラミックスの TiO2 の含有量を

制御した 2層一体化構造により，実用的な小型かつ省エネルギーの高感度センサーを実

現させることに成功した。*17 
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(d) 【課題】センサーシステム用インターフェースの開発，インターフェースの性能向上 

【成果】センサーからの情報をリアルタイムで処理するための高速インターフェースを実現す

るために，高周波で動作する PLL 回路を 0.18 µm CMOS プロセスを用いて試作した。専

用基板によるベアチップ実装の評価系にて，最高 5 GHz，ピークジッタ 20 ps のクロック

生成を実現した。また，発振器の安定動作の検証として，インパルス応答の原理を用い

たノイズ感度解析を実施した。解析の結果，発振回路のノイズ感度に高調波次数依存性

があることが分かった。この評価結果を線形動作モデルに組み込み，閉ループ伝達特性

を解析した結果，外部干渉ノイズにより PLL 回路が不安定になる場合があることを初め

て見出した。*18 また，自己干渉においても印加ノイズのタイミングによって，PLL 回路が

不安定になることが分かった。これら動作モデルの解析結果は，テストチップおよびブレッ

ドボード基板による測定で確認され，動作モデルの正当性を立証した。*19 
(e) 【課題】マイクロ流体センサーシステムの開発，マイクロ化学分析デバイス作製技術の開

発 

【成果】微量の血液を用いて精度の高い血液分析を行うには，血液中の血球成分（赤血球，

白血球）の除去が必要となる。血球成分の除去には遠心分離器を用いた分離法やメンブ

ランフィルタを用いた分離法があるが，いずれも微量血液の分析には適しておらず，マイ

クロデバイスに組み込むことのできるフィルタが必要とされる。以上の要求に基づき，マイ

クロ化学分析デバイスの前段に組み込みデバイスと一体化した血球分離フィルタを，

MEMS 技術を用いて開発した。*20 中間報告では全血液中の赤血球と白血球の全ての

血球成分を除去し，血漿成分のみを抽出することが可能な血球分離フィルタを作製し，基

本原理動作を確認した。その後，血球成分のうち白血球を積極的に採取する白血球分離

フィルタに関する研究を行い，白血球は赤血球のように円盤状ではなく球状であるが，多

くの種類があり直径を異にするために，単球（直径 10～30 µm）にターゲットを絞り，マイ

クロ流路内に微細柱状構造物を迷路状に配列し，血漿成分と赤血球を通過させ，血球成

分の捕獲を試みた。*21 本血球分離フィルタに全血を導入した後緩衝液を導入すると，白

血球のみの捕獲が確認できた。また本実験に用いるマイクロ流路およびフィルタは血液

凝固防止のためのコーティングを施してあるために，捕獲された白血球は微細柱状構造

物には接着しておらず，容易に白血球のみを回収することができることを確認した。 

(f) 【課題】新規無鉛圧電材料の設計・開発とデバイス応用，計算機による材料設計，スパッ

タ薄膜創製とデバイス応用の検討 

【成果】マイクロ化学分析システムに利用可能な高性能無鉛圧電材料の設計・開発を目的と

して，ペロブスカイト型化合物 ABX3 に着目し第一原理計算により新規材料を体系的に探

索した。*22 その結果，単晶材料では MgSiO3，混晶材料では(Mg,Ca)GeO3 を含む 5種
の酸化物が優れた圧電特性を発現することを明らかにした。一方，第一原理計算により

見出した新規材料 MgSiO3 および Mg(Si,Sn)O3 に対して，SrTiO3 基板／RuTiO3下部電

極を用いたスパッタ薄膜創製も試みた。スパッタ薄膜に対して本プロジェクトで導入した強

誘電体テスタによってひずみ－電界関係および電束密度－電界関係を調査し，圧電応

答の計測に成功した。さらに，デバイス応用としてバルブレス圧電ポンプ・ミキサの設計お

よび性能評価にも展開し，バイモルフ型圧電素子と金属キャップから構成された新型アク

チュエータを考案した。Y 字型流路を用いたマイクロ流体システムを適用例とし，圧電－

流体連成の動的有限要素解析により有用性を検証した結果，従来アクチュエータと比較

して送液および混合性能の大幅な向上に成功した。*23 

 

＜優れた成果が上がった点＞ 

受賞 

1. Yuki Handa, Student Award of ALC’15, “Surface potential distribution of insulating 
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film on a conductive substrate irradiated by electron beam with an application of the 
bias-voltage”, Atomic Level Characterization (ALC), (ALC'15), Kunibikimesse, 
Matsue, Shimane, 2015. 10. 27. 

2. 孫 屹，応用物理学会関西支部 平成 27 年度第 2 回講演会，「ナノスケール材料の構

造・物性制御技術の最前線」優秀ポスター賞, ZnO透明セルフスイッチングナノダイオー

ドの作製と整流特性，2015. 6. 22. 
3. 梶本 涼太， Student paper award of 2015 Int. Mtg. for Future of Electron Devices, 

Kansai (IMFEDK), “Fabrication of visible-light-responsive titanium oxide 
microspheres by liquid-phase laser ablation”, 2015. 6. 5. 

4. 大仲 崇之，2014 年春季応用物理学会講演奨励賞，「ZnO溶液ゲート電界効果トランジ

スタを用いた免疫センサの作製と評価」，2014. 9. 17. 
5. K. Mukai, Student Award of 2013 Int. Mtg. for Future of Electron Devices, Kansai 

(IMFEDK), “Growth of a sputtered Ta2O5/ZnO film and its application to an 
ion-sensitive transistor”, 2013. 6. 6. 

6. S. Sasaki, Student Award of 2013 Int. Mtg. for Future of Electron Devices, Kansai 
(IMFEDK), “Fabrication of zinc oxide transparent thin film transistors on glass 
substrates by sol-gel method”, 2013. 6. 6. 

7. 森口航平，平成 24 年電気関係学会関西連合大会 奨励賞, 「分子線エピタキシー法に

よる InAs/AlGaSb ヘテロ構造の結晶成長と高誘電率ゲート材料を用いた電界効果トラ

ンジスタの作製」, 2013. 4. 19. 
8. Kentaro Kumagai, Best Academia Poster Presentation of Photomask Japan 2014, 

(PMJ2014), “Electron beam current dependence on a surface potential distribution 
at a resist film on a conductive substrate”, 2014. 4.15. 

9. 孫 屹，平成 24 年電気関係学会関西連合大会，優秀論文発表賞, 「パルスレーザーア

ブレーション法による透明電極を用いたガラス基板上酸化亜鉛透明薄膜トランジスタの

特性評価」，2013. 4. 19. 
10. Masaru Otani, Student Travel Awards of The 56th Int. Conf. on Electron, Ion, and 

Photon Beam Technology and Nanofabrication 2012 (EIPBN2012), “Measurement 
of surface potential distribution at an insulating film produced by fogging electrons 
in a scanning electron microscope”, 2012. 5. 31. 

11. 筒井博司，第 1 回 TOBIRA 研究助成・田中啓二特別賞（東京バイオマーカー・イノベー

ション技術研究組合），「マイクロ構造物を迷路構造に配列し，血液中の血球を補足し血

漿成分を効率よく抽出する，マイクロ血漿成分抽出フィルタの開発」，2013. 2. 5. 
12. 木村祐太，平成 23 年電気関係学会関西連合大会連合大会奨励賞，「酸化物バッファ

層を用いたフレキシブル基板上酸化亜鉛透明薄膜トランジスタの作製と評価」，2012. 4. 
20. 

13. 上辻 靖智，日本機械学会 計算力学部門 優秀講演表彰，「多結晶および多分域構造

の階層的モデリングによる圧電材料の特性評価」，2012. 3. 13. 
 

＜課題となった点＞ 

 特に問題無し。 

 

＜自己評価の実施結果及び対応状況＞ 

 学長や学内各研究センター長および事務部門の課長を含めて構成されるナノ材料マイクロ

デバイス研究センターの運営委員会にて，各年度の中間研究成果報告書を基に研究成果の

チェックを受け、特に問題なし。 

 



（様式 2） 

 

法人番号 271006 

プロジェクト番号 Ｓ1101030 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果及び対応状況＞ 

 本プロジェクトの外部諮問委員会を設置。デバイス・システム各分野に関連する研究で日本

を代表する学外研究者６名（白木靖寛 東京都市大学名誉教授，藤田静雄 京都大学教授，

松本和彦 大阪大学教授，平川一彦 東京大学教授，斗内政吉 大阪大学教授，中島 成 

住友電工デバイス・イノベーション（株）代表取締役社長）に本研究プロジェクトの評価をお願

いした。毎年度開催のハイテク・シンポジウム（秋，国際ワークショップ開催年は実施せず）と

研究成果報告会（年度末）に来学してご意見を賜るとともに，各年度の中間研究成果報告書

を基に研究進捗状況の評価を受けた。 

 初年度および最終年度には，国際ワークショップを開催し，本プロジェクトに深く関連する分

野で世界的に著名な講師を招き，講演を行うと同時に，本プロジェクトについて概要報告を行

い，参加された学外研究者や，公開講演会の講師を務められた学外のエキスパートから随

時ご意見を賜り，研究の進め方に反映させた。 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 

 本プロジェクトの目的は，わが国で急速に進行する少子・高齢化にともなう社会負担を軽減

することに貢献するデバイス・システム技術の開発であり，前プロジェクトでは「材料・デバイ

ス」分野，本プロジェクトでは，それに続き「デバイス・システム」分野での基盤技術を開発し，

社会ニーズを反映した各研究課題について高い成果を上げることである。 

 以上で報告したように，センサーデバイスからシステム構成に関する広い分野で多くの基盤

技術に関する高い成果をあげることができた。その中には引き続き研究を継続すべきテーマ

や，新しい可能性を示唆する研究結果が得られており，引き続き，このようなプロジェクトベー

スの研究体制を維持して研究を進めていくことが望まれる。したがって，本研究終了後も，ナ

ノ材料マイクロデバイス研究センター研究方針としていくつかの研究テーマを選択し，維持・

継続して研究を進め，次世代のニーズを反映する研究拠点として，本学の先端研究・教育機

関としての役割を担う研究を実施する予定で，具体的には「IoT 社会を支えるナノ複合材料と

センシング技術の開発」として新規プロジェクトの申請準備を進めている。 

 

＜今後期待される研究成果＞ 

1. 酸化亜鉛薄膜トランジスターを利用した免疫センサー等を集積化した健康分析チップ 

2. 酸化物薄膜を利用したフレキシブルデバイス・システム 

3. ガス識別システム 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 

特許 

1. ガスセンサー，石原將市 （出願処理中）. 

2. ラビング用布材，吉田 弘，石原將市，特許第 5468630 号，2014.2.7. 

3. 固液分離機能を有する装置，μ－TAS デバイス及び固液分離方法，筒井博司，特願

2011-547535，特許第 5340419 号（平成 25 年 8 月 16 日登録） 

4. 匂い識別方法，大松 繁，吉岡理文，特開 2011-169830，特許第 5403621 号（平成 25年

11 月 8 日登録） 

5. Hiroshi Tsutsui, DEVICE HAVING SOLID-LIQUID SEPARATION FUNCTION, 
MICRO-TAS DEVICE, AND SOLID-LIQUID SEPARATION METHOD, Pub. No.: US 
2012/0261356 A1 
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１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１） センシングデバイス      （２） バイオセンサー     （３）  匂い／ガスセンサー  

（４） マルチセンシングシステム   （５） 環境適合性材料   （６）  酸化物材料       

（７）                   （８）                   

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 

 

＜雑誌論文＞ 

(1) 査読有り 

1. An improved gSVM-SCADL2 with firely algorithm for identification of Informative 
genes and pathways, Mohd Saberi Mohamad, Safaai Deris, Juan Manuel 
Corchado and Sigeru Omatu, Int. Journal of Bioinformatics Research and 
Applications, in press. 

2. Fabrication and Characterization of Fully Transparent ZnO Thin-Film Transistors 
and Self-Switching Nano-Diodes,*1 Y. Sun, K. Ashida, S. Sasaki, M. Koyama, T. 
Maemoto, S. Sasa, S. Kasai, I. Iñiguez-de-la-Torre and T. González. Journal of 
Physics: Conference Series 647, 012068(1)-(4), 2015,. 

3. E-nose system by using neural networks, Sigeru Omatu and Mitsuaki Yano, 
Neurocomputing, vol. 170, pp. 310-315, 2015. 12, in press. 

4. 熱線式マイクロブリッジ MEMS センサのガス検出特性,*5 矢野満明，藤井建太，村岡茂

信，大松 繁，電気学会論文誌 E，vol. 135, no. 7, pp. 263-268, 2015. 7. 
5. MgCr2O4-TiO2系 P 型半導体セラミックスのガス検出特性，矢野満明，平原陽介，寺田
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8. 
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2015. 
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Tsuchiya, and E. Nakamachi, SPIE Smart Nano-Micro Materials and Devices, 
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Melbourne, Australia, 2011. 12. 5-7. 
136. Growth of reflection layer for enhanced THz radiation from InAs thin films, K. 

Nishisaka, T. Kiso, T. Maemoto, S. Sasa, M. Inoue, K. Takayama, and M. Tonouchi, 
Int. Symp. on Terahertz Nanoscience TeraNano2011, Osaka, Japan, 2011. 11. 
24-29. 

137. Room temperature growth of zinc oxide thin films by pulsed laser deposition and its 
flexible thin-film transistor application, Y. Kimura, T. Higaki, Y. Sun, T. Maemoto, S. 
Sasa, and M. Inoue, 11th Int. Conf. on Laser Ablation (COLA2011), Cancun, 
Mexico, 2011.11.13-19. 

138. Image restoration by revised Bayesian-based iterative method, S. Omatu and H. 
Araki, 5th Int. Conf. on Advanced Engineering Computing and Applications in 
Sciences, Lisbon, Portugal, 2011. 11. 

139. Fabrication of high transconductance InZnO transparent thin film transistors by 
sol-gel method, Y. Fujihara, T. Maemoto, S. Sasa, and M. Inoue, 24th Int. 
Microprocesses and Nanotechnology Conf., 2011. 10. 24-27. 

140. Measurement of surface potential distribution of resist irradiated by fogging 
electrons, A. Osada, M. Otani, Y. Ohara, and M. Kotera, 2011 Int. Microprocesses 
and Nanotechnology Conf., Kyoto, Japan, 2011. 10. 26.  

141. Fabrication and transport properties in InAs-based self switching nano-diodes, T. 
Kiso, K. Nishisaka, T. Maemoto, S. Sasa, S. Kasai, and M. Inoue, 24th Int. 
Microprocesses and Nanotechnology Conf., Kyoto, Japan, 2011. 10. 24-27. 

142. Design and Generation of a New Biocompatible Piezoelectric Material MgSiO3, E. 
Nakamachi and Y. Uetsuji, 22nd Int. Conf. on Adaptive Structures and 
Technologies, Corfu, Greece, 211. 10. 10 - 12. 

143. Potentiometric detection of glucose using enzyme-immobilized ZnO nanorod 
arrays toward integration with field effect transistors, K. Ogata, K. Koike, S. Sasa, 
M. Inoue, and M. Yano, Int. Workshop on Quantum Nanostructures and 
Nanoelectronics QNN2011, Univ. of Tokyo, Tokyo, Japan, 2011. 10. 3-4. 

144. Blood plasma separator using micro pillars arranged like a labyrinth, H. Tsutsui and 
T. Kawano， 15th Int. Conf. on Miniaturized Systems for Chemistry and Life 
Sciences (microTAS2011) , Seattle. USA, 2011. 10. 3 - 6. 

145. Zinc Oxide Thin-Film Transistors on Flexible Plastic Substrates and Glass 
Substrates Fabricated at Room Temperature, T. Higaki, Y. Kimura, T. Maemoto, S. 
Sasa, and M. Inoue 2012 Int. Conf. on Solid State Devices and Materials (SSDM), 
Kyoto, Japan, 2011. 9. 29. 

146. Charging process simulation of a resist film on Si substrate by electron beam 
irradiation, A. Osada, M. Kotera, M. Otani, and Y. Ohara, 37th Int. Conf. on Micro & 
Nano Engineering (MNE 2011) , Berlin, Germany, 2011. 9. 20. 

147. Measurement of surface potential distribution of a resist film irradiated by electron 
beam, M. Kotera, A. Osada, M. Otani, and Y. Ohara, 37th Int. Conf. on Micro & 
Nano Engineering (MNE 2011), Berlin, Germany, 2011. 9. 20. 

148. Diagnosis of mechanical devices by the ICA with sub-band filter, S. Omatu, Proc. 
of 6th IEEE Int. Conf. on Intelligent Data Acquisition and Advanced Computing 
Systems: Technology and Applications, pp. 954-958, Prague, Czech Republic, 
2011. 9. 

149. Some approaches to enhance the response property of liquid crystal displays, S. 
Ishihara, Int. Workshop on Advanced Materials and Devices, Osaka, Japan, 
2011.8.23. 

150. First-Principles Study on Novel Lead-Free Piezoelectric Materials, Y. Fukuda, Y. 
Uetsuji, and K. Tsuchiya, Int. Workshop on Advanced Materials and Devices, 
Osaka, Japan, 2011. 8. 23. 
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151. Crystal Morphology and Finite Element Analyses of Piezoelectric Materials, S. 
Kimura, Y. Uetsuji, H. Kuramae, K. Tsuchiya, and M. Kamlah, Int. Workshop on 
Advanced Materials and Devices, Osaka, Japan, 2011. 8. 23. 

152. Multiscale Nonlinear Simulation of Ferroelectric Materials, T. Hata, Y. Uetsuji, H. 
Kuramae, K. Tsuchiya, and M. Kamlah, Int. Workshop on Advanced Materials and 
Devices, Osaka, Japan, 2011. 8. 23 

153. Charging simulation of a resist film on Si substrate by electron beam irradiation, A. 
Osada, M. Otani, Y. Ohara, and M. Kotera, Int. Workshop on Advanced Materials 
and Devices, Osaka, Japan, 2011. 8. 23. 

154. Measurement of fogging electrons in scanning electron microscope, Y. Ohara, M. 
Otani, A. Osada, and M. Kotera, Int. Workshop on Advanced Materials and 
Devices, Osaka, Japan, 2011. 8. 23. 

155. Measurement of surface potential of a resist film irradiated by electron beam, M. 
Otani, Y. Ohara, A. Osada, and M. Kotera, Int. Workshop on Advanced Materials 
and Devices, Osaka, Japan, 2011. 8. 23. 

156. High-performance ZnO Flexible Thin-Film Transistors, T. Maemoto, T. Higaki, Y. 
Kimura, S. Sasa, and M. Inoue, Int. Workshop, OIT, Osaka, Japan, 2011. 8. 23. 

157. Radiation hardness of ZnO, K. Koike. T. Aoki, R. Fujimoto, S. Sasa, M. Yano, S. 
Gonda, R. Ishigami, and K. Kume, Int. Workshop, OIT, Osaka, Japan, 2011. 8. 23. 

158. Transport Properties in InAs based Ballistic Rectifiers and Self-Switching Diodes, 
T. Kiso, T. Maemoto, K. Nishisaka, S. Sasa, S. Kasai, and M. Inoue, 17th Int. Conf. 
on Electron Dynamics in Semiconductors, Optoelectronics and Nanostructures 
(EDISON 17), Santa Barbara, California, USA, 2011. 8. 7 -12. 

159. High-resolution Imaging for Bio-Electron Microscope using DLC Film, T. Kozuki, N. 
Nawachi, K. Itoh, and M. Kotera, 5th Int. Conf. on Complex, Intelligent, and 
Software Intensive Systems (CISIS-2011), Seoul, Korea, 2011. 6. 30. 

160. Radiation hardness of single-crystalline ZnO, K. Koike. T. Aoki, R. Fujimoto, S. 
Sasa, M. Yano, S. Gonda, R. Ishigami, and K. Kume, 16th Semiconducting and 
insulating Materials Conference (SIMC), Stockholm, Sweden, 2011. 6. 20 -23. 

161. Finite element simulation of damage behaviors for woven fabric composite 
materials, Y. Uetsuji and M. Zako, 9th Int. Congress on thermal stresses 2011 
(TS2011), Budapest, Hungary, 2011. 6. 5 - 9. 

162. Measurement of Surface Potential of Insulating Film on Conductive Substrate in a 
Scanning Electron Microscope,*13 M. Kotera, A. Osada, T. Kawamura, and K. 
Arita, 55th Int. Conf. on Electron, Ion, and Photon Beam Technology and 
Nanofabrication (EIPBN 2011), Las Vegas, USA , 2011. 6. 3.  

163. A multiscale finite element simulation of piezoelectric materials using realistic 
crystal morphology, Y. Uetsuji, H. Kuramae, K. Tsuchiya, M. Kamlah, 15th Int. 
Conf. on Computational Methods and Experimental Measurements (CMEM 2011), 
New Forest, UK, 2011. 5. 31 - 6. 2. 

164. Fabrication and characterization of antimonide-based composite-channel 
InAs/AlGaSb HFETs using high-k gate insulators, T. Kiso, H. Yoshikawa, Y. 
Ishibashi, K. Nishisaka, K. Ogata, T. Maemoto, S. Sasa, and M. Inoue, 2011 Int. 
Mtg. for Future of Electron Devices, Kansai, Kansai Univ., Osaka, Japan, 2011. 5. 
19. 

165. Flexible zinc oxide thin-film transistors using oxide buffer layers on polyethylene 
napthalate substrates, T. Tachibana, Y. Kimura, T. Maemoto, S. Sasa, and M. 
Inoue, 2011 Int. Mtg. for Future of Electron Devices, Kansai, Kansai Univ., Osaka, 
Japan, 2011. 5. 19. 

166. Irradiation effect of 8 MeV protons on single-crystalline zinc oxide, T. Aoki, R. 
Fujimoto, K. Koike, S. Sasa, M. Yano, S. Gonda, R. Ishigami, K. Kume, 2011 Int. 
Mtg. for Future of Electron Devices, Kansai, Kansai Univ., Osaka, Japan, 2011. 5. 
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19. 
167. Radiation-proof characteristic of ZnO/ZnMgO HFETs, T. Yabe, T. Aoki, T. 

Higashiyama, K. Koike, S. Sasa, M. Yano, S. Gonda, R. Ishigami, and K. Kume, 
2011 Int. Mtg. for Future of Electron Devices, Kansai, Kansai Univ., Osaka, Japan, 
2011. 5. 19. 

168. Intelligent electronic nose system independent on odor concentration,*15 S. 
Omatu and M. Yano, Int. Symp. on Distributed Computing and Artificial 
Intelligence, Advances in Intelligent and Soft Computing, Univ. of Salamanca, 
Salamanca, Spain, 2011. 4. 3 - 7. 

(3) 国内学会論文発表 

1. Construction of three-axis acceleration sensor using a cross-coupled vibrator, J. 
Terada, Y. Ueha and Y. Uetsuji, 超音波エレクトロニクス協会主催(JJAP 共催)，第 36
回超音波エレクトロニクスの基礎と応用に関するシンポジューム，講演論文集 S1619， 
2015 年 11 月 6 日, つくば国際会議場． 

2. (Zn,Mg)Cr2O4-TiO2系 2 層 P 型セラミックスによる直熱型ガスセンサ,*17 寺田 二郎，

大松繁，佐々誠彦，矢野満明，電気学会（第 32 回センサ・マイクロマシンと応用システ

ム）シンポジューム, 講演論文集 29pm3-PS-141，2015 年 10 月 29 日, 新潟市朱鷺メ

ッセ． 
3. ワイドバンドギャップ半導体に対する放射線の影響，矢野満明，電子情報通信学会 宇

宙・航行エレクトロニクス研究会，2015 年 10 月 30 日，大阪工大うめきたナレッジセンタ

ー，大阪．（招待講演） 
4. 多結晶圧電材料のマルチスケール解析 ―巨視的圧電特性に及ぼす結晶形態制御の

効果―，上辻靖智，岡 達也，槌谷和義，第 26 回新構造・機能制御と傾斜機能材料シ

ンポジウム，2015 年 9 月 29 日～30 日，九州大学西新プラザ． 
5. マルチフェロイック複合材料の電気磁気分極処理効果に関するマルチスケール解析，

和田 剛，上辻靖智，槌谷和義，第 26 回新構造・機能制御と傾斜機能材料シンポジウ

ム，2015 年 9 月 29 日～30 日，九州大学西新プラザ． 
6. MBE 成長した WO3 薄膜のエレクトロクロミック特性，松尾昌幸，村山喬之，原田義之，

小池一歩，佐々誠彦，矢野満明，稲葉克彦，小林信太郎，第 76 回応用物理学会学術

講演会，2015 年 9 月 16 日，名古屋国際会議場，名古屋． 
7. 奈良県川上村の間伐材を用いたポリプロプレン複合材料の機械的特性評価，長尾将

幸，上辻靖智，伊藤弘和，樋口逸郎，牧瀬理恵，岡本真樹，日本機械学会 2015 年度

年次大会，2015 年 9 月 13～16 日，北海道大学． 
8. モルフォトロピック相境界における多結晶 PZT のマルチスケール解析，岡 達也，上辻

靖智，倉前 宏行，槌谷 和義，日本機械学会 2015 年度年次大会，2015 年 9 月 13～
16 日，北海道大学． 

9. 電子ビーム照射による試料表面電位形成過程のシミュレーション，福澤諒大，小寺正

敏，第 76 回応用物理学会学術講演会，2015 年 9 月 15 日，名古屋国際会館，名古屋. 
10. 電子ビーム露光によるフォギング電子のバイアス電圧依存性，東海昌司，半田勇希，

河本拓也，小寺正敏，第 76 回応用物理学会学術講演会，2015 年 9 月 15 日，名古屋

国際会館，名古屋. 
11. 走査電子顕微鏡におけるフォギング電子軌跡のシミュレーション，西野大輝，小寺正

敏，第 76 回応用物理学会学術講演会，2015 年 9 月 15 日，名古屋国際会館，名古屋. 
12. 試料表面のフォギング電子電流のバイアス電圧依存性，野田 拓，萩原佳史，小寺正

敏，Raynald Gauvin，第 76 回応用物理学会学術講演会，2015 年 9 月 15 日，名古屋
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国際会館，名古屋． 
13. 第一原理計算による新規無鉛圧電材料の状態図に関する研究，甲斐智也，上辻靖

智，槌谷和義，日本機械学会 2015 年度年次大会，2015 年 9 月 13～16 日，北海道大

学． 
14. 配向膜不要な液晶ディスプレイ用フィルム基板の開発,*7 新石達也，吉田雄司，木村

優斗，石原將市，2015 年日本液晶学会討論会講演予稿集，PA37，2015 年 9 月 7 日，

東京工業大学すずかけ台キャンパス，神奈川． 
15. コレステリック液晶を用いたガスセンサーの開発,*8 乙野裕紀，片岡潤也，石原將市，

2015 年日本液晶学会討論会講演予稿集，PA37，2015 年 9 月 7 日，東京工業大学す

ずかけ台キャンパス，神奈川． 
16. 奈良県川上村の間伐材を用いたウッドコンポジットの機械的特性評価，長尾将幸，上辻

靖智，伊藤弘和，牧瀬理恵，岡本真樹，バイオマス利用技術研究発表会，2015 年 8 月

31 日～9 月 1 日，真庭バイオマスラボ． 
17. r 面サファイア基板を用いた WO3薄膜の分子線エピタキシャル成長，村山喬之，松尾昌

幸，原田義之，小池一歩，佐々誠彦，矢野満明，稲葉克彦，小林信太郎，日本材料学

会平成 27 年度半導体エレクトロニクス部門第 1 回研究会，2015 年 7 月 11 日，大阪工

大うめきたナレッジセンター，大阪． 
18. 電子ビーム照射による絶縁体薄膜帯電のバイアス電圧依存性，東海昌司，半田勇希，

小寺正敏，日本顕微鏡学会第 70 回学術講演会，2015 年 5 月 14 日，国立京都国際会

館，京都． 
19. 走査電子顕微鏡におけるフォギング電子軌跡のシミュレーション，西野大輝，小寺正

敏，日本顕微鏡学会第 70 回学術講演会，2015 年 5 月 14 日，国立京都国際会館，京

都． 
20. マイクロ構造を利用した白血球分離の試み,*21 藤内陽介，加藤拓真，筒井博司，第

54 回日本生体医工学会大会，P2-5-1-A，2015 年 5 月 8 日，名古屋国際会議場． 
21. 骨格筋培養とバイオアクチュエータへの応用，宮本政典，鳩間翔平，加藤拓真，藤里俊

哉，筒井博司，第 54 回日本生体医工学会大会，P2-5-1-A，2015 年 5 月 8 日，名古屋

国際会議場 
22. 電子ビーム照射による試料表面電位形成過程のシミュレーション，福澤諒大，小寺正

敏，日本顕微鏡学会第 70 回学術講演会，2015 年 5 月 14 日，国立京都国際会館，京

都. 
23. Surface-Enhanced Raman Scattering Properties of Ag Nanoparticles Deposited on 

TiO2-Coated Al Foils,*6,9 Ichiro Tanahashi, Yoshiyuki Harada and Takuya 
Nakamichi，日本化学会第 95春季年会，2PC-002，2015 年 3 月 27 日，日本大学． 

24. Synthesis and Microspectroscopy of ZnO Particles,*10 Yoshiyuki Harada and 
Ichiro Tanahashi, 日本化学会第 95春季年会，2PC-001，2015 年 3 月 27 日，日本大

学． 
25. ZnO 微粒子の合成と顕微分光，原田 義之，棚橋 一郎，日本化学会第 95 春季年会

2015，2015 年 3 月 27 日． 
26. 第一原理計算によるチタン酸バリウム B サイト添加元素の影響評価，八十田 穣，上辻

靖智，槌谷和義，2015 年度精密工学会春季大会学術講演会，2015 年 3 月 17～19
日，東洋大学． 

27. 溝付加による中空菅マイクロポンプ用アクチュエータの性能向上，鈴木宏昌，槌谷和
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義, 上辻靖智，2015 年度精密工学会春季大会学術講演会，2015 年 3 月 17～19 日，

東洋大学． 
28. C 型形状圧電アクチュエータを用いたユニットモデルの開発，鳥潟昂志，槌谷和義, 上

辻靖智，2015 年度精密工学会春季大会学術講演会，2015 年 3 月 17～19 日，東洋大

学． 
29. TiO2被覆 Al箔に担持した Ag ナノ粒子の表面増強ラマン特性，日本化学会第 95春季

年会 2015，棚橋 一郎，原田 義之，中道 卓也，2015 年 3 月 27 日. 
30. 酸化亜鉛系電界効果トランジスターを用いたグルコースセンサーの作製と特性評価，

*11 池谷 謙，小池一歩，広藤裕一，前元利彦，佐々誠彦，矢野満明，第 62 回応用物

理学関係連合講演会，2015 年 3 月 11 日，東海大学，神奈川． 
31. r 面サファイア基板を用いた WO3 薄膜の MBE 成長，松尾 昌幸，村山 喬之，原田 義

之，小池 一歩，矢野 満明，稲葉 克彦，小林 信太郎，第 62 回応用物理学関係連合

講演会，2015 年 3 月 14 日，東海大学，神奈川． 
32. 酸化亜鉛系薄膜デバイス応用の新展開，前元 利彦，孫 屹，小池 一歩，矢野 満明，

佐々 誠彦，2015 年電子情報通信学会 総合大会，C-9-3, 2015 年 3 月 10 日，立命館

大学. 
33. 位相同期回路におけるノイズ低減効果の検証， 藤居 尚博, 本間 智裕, 清水 真司, 

吉村 勉，第 20 回電子情報通信学会関西支部学生研究発表講演会， C1-1，p. 49， 
2015 年 3 月 5 日，神戸大学． 

34. 高調波成分を考慮した注入同期回路の設計および測定結果， 亀田 友哉, 池田 裕
樹, 原 和良，森下 宗瑛，肥田 晃一郎，吉村 勉，第 20 回電子情報通信学会関西支

部学生研究発表講演会， C2-3，p. 54， 2015 年 3 月 5 日，神戸大学． 
35. 発振回路における干渉ノイズ応答の線形性検証，肥田 晃一郎, 清水 真司, 森下 宗

瑛, 木原 崇雄, 吉村 勉， STARC シンポジウム 2015，No. 6, 2015 年 1 月 30 日，

新横浜国際ホテル． 
36. 発振回路における干渉ノイズ応答の線形性検証，肥田 晃一郎, 清水 真司, 森下 宗

瑛， 木原 崇雄, 吉村 勉, 電子情報通信学会 集積回路研究会，信学技報, Vol. 114, 
No. 345, ICD2014-94, pp. 67～72, 2014 年 12 月 1 日，機械振興会館． 

37. 第一原理計算による新規ペロブスカイト型酸化物の機能評価，大門頼満，上辻靖智，

槌谷和義，日本機械学会第 27回計算力学講演会， 2014 年 11 月 22～24 日，岩手大

学． 
38. モルフォトロピック相境界における強誘電体のマルチスケール非線形解析，岡 達也，

上辻靖智，倉前宏行，槌谷和義，日本機械学会第 27 回計算力学講演会，2014 年 11
月 22～24 日，岩手大学． 

39. MgCr2O4-TiO2 系Ｐ型半導体セラミックスのガス検出特性，平原陽介，寺田二郎，大松 
繁，佐々誠彦，矢野満明，日本材料学会半導体エレクトロニクス部門，平成26年度第2
回研究会，2014 年 11 月 8 日，神戸大学． 

40. ウスバシロチョウの色彩変化とその要因， 棚橋一郎，小野克己，日本鱗翅学会第 61
回大会，2014 年 10 月 25，26 日，鹿児島大学．  

41. MgCr2O4-TiO2 系Ｐ型半導体セラミックスのガス検出特性，平原陽介，寺田二郎，大松

繁，佐々誠彦，矢野満明，電気学会，第 31 回(センサ・マイクロマシンと応用システム)
シンポジウム，予稿集21Pm3-Ps70，平成 26 年 10 月 21 日，島根県立産業交流会館，

松江． 
42. 熱線式マイクロブリッジ MEMS センサのガス検出特性,*5 藤井 建多，村岡 茂信，大
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松 繁，矢野 満明，第 31 回センサ・マイクロマシンと応用システムシンポジウム，2014
年 10 月 20～22 日，くにびきメッセ，松江市． 

43. MgCr2O4-TiO2系P型半導体セラミックスのガス検出特性，平原 陽介，寺田二郎，大松 
繁，佐々 誠彦，矢野 満明，第 31 回センサ・マイクロマシンと応用システムシンポジウ

ム，2014 年 10 月 20～22 日，くにびきメッセ，松江市．  
44. ニューラルネットワークを用いた金属酸化物半導体ガスセンサによる口臭識別，大松 

繁，荒木 英夫，吉岡 理文，第 31 回「センサ・マイクロマシンと応用システム」シンポ

ジウム， 2014 年 10 月 16 日，くにびきメッセ，松江市． 
45. 骨格筋の培養とバイオアクチュエータへの応用, 宮本政典, 鳩間翔平, 高木空, 藤里

俊哉, 筒井博司,第 30回化学とマイクロナノシステム学会研究会, 2014 年 10 月 2,3 日, 
北海道大学． 

46. マイクロ構造を利用した白血球分離の試み,*20 藤内陽介，筒井博司，第 30 回化学と

マイクロナノシステム学会研究会, 2014 年 10 月 2,3 日, 北海道大学． 
47. サファイア基板上への酸化タングステン薄膜の分子線エピタキシャル成長，八木信治，

松尾昌幸，小池一歩，原田義之，佐々誠彦，矢野満明，稲葉克彦，2014 年第 75 回応

用物理学会秋季学術講演会，2014 年 9 月 19 日，北海道大学． 
48. 絶縁体薄膜表面電位分布の電子ビーム露光時間依存性, 熊谷健太朗，細井創介，半

田勇希，小寺正敏, 第 75 回応用物理学会学術講演会,2014 年 9 月 19 日，北海道大

学,北海道． 
49. 走査電子顕微鏡におけるフォギング電子シミュレーション,*14 細井創介，熊谷健太朗，

半田勇希，小寺正敏, 第 75 回応用物理学会学術講演会,2014 年 9 月 19 日，北海道

大学,北海道． 
50. X 線逆格子マップ測定による c 面サファイア基板上へのα-MoO3 エピタキシャル薄膜の

結晶構造解析，稲葉 克彦，小林 信太郎，八木 信治，松尾 昌幸，小池 一歩，原田 
義之，佐々 誠彦，矢野 満明，第 75 回応用物理学会秋季学術講演会，2014 年 9 月

19 日，北海道大学． 
51. AZO薄膜を電極に用いた透明酸化亜鉛薄膜トランジスタ，孫屹，前元利彦，佐々誠彦，

第 75 回応用物理学会秋季学術講演会，2014 年 9 月 17～20 日，北海道大学． 
52. 配向膜不要な液晶ディスプレイ用フィルム基板の開発,*7 新石達也，大門剛志，石原將

市，2014 年日本液晶学会討論会講演予稿集，3C12，2014 年 9 月 8 日～10 日，くに

びきメッセ，松江市． 
53. ニューラルネットワークによるエチレンガス検知システムの構成，和田起幸， 大松 繁，

平成 26 年電気学会 電子・情報・システム部門大会， 2014 年 9 月 5 日. 島根大学松

江キャンパス，松江市． 
54. ニューラルネットワークを用いたワインの分類，池田善紀，大松 繁，平成 26 年電気学

会 電子・情報・システム部門大会， 2014 年 9 月 5 日，島根大学松江キャンパス，松江

市． 
55. ニューラルネットワークを用いた混合臭の識別，大西建嘉， 大松 繁，平成 26 年電気

学会 電子・情報・システム部門大会， 2014 年 9 月 5 日，島根大学松江キャンパス，

松江市． 
56. 三酸化モリブデン薄膜の分子線エピタキシャル成長と放射線耐性，松尾 昌幸，八木 

信治，小池 一歩，原田 義之，佐々 誠彦，矢野 満明，石神 龍哉，久米 恭 ，日本材

料学会半導体エレクトロニクス部門，平成 26 年度第 1 回研究会，2014 年 7 月 26 日，

大阪大学． 
57. ゾルゲル法によるバックゲート型酸化亜鉛系薄膜トランジスタの作製，川上 祐貴，佐々 

誠彦，尾形 健一，前元 利彦，294 回電気材料技術懇談会，2014 年 7 月 23 日，大阪



（様式 2） 

 

法人番号 271006 

プロジェクト番号 Ｓ1101030 

 

大学中之島センター． 
58. 強誘電体のマルチスケール非線形解析，上辻靖智，日本機械学会 M&M2014 材料力

学カンファレンス， 2014 年 7 月 18～21 日，福島大学． 
59. P 型の(Zn1-xMgx)Cr2O4-TiO2 系セラミックスガス感応素子の特性，寺田二郎，平原陽

介，大松繁，佐々誠彦，矢野満明， 電気学会 ケミカルセンサ, CHS-14-006 2014 年

5 月 27 日，東京大学生産技術研究所． 
60. 金属酸化物半導体ガスセンサを用いた匂い計測と識別，池田善紀，大松 繁，第 58 回

システム制御情報学会研究発表講演会，2014 年 5 月 23 日，京都テルサ，京都． 
61. 水晶振動子質量センサを用いた匂い計測および匂い識別，和田起幸，大松 繁，第 58

回システム制御情報学会研究発表講演会，2014 年 5 月 23 日，京都テルサ，京都． 
62. 対物レンズへの炭素板設置による走査電子顕微鏡内多重反射電子の低減,半田 勇

希，熊谷 健太朗，細井 創介，小寺 正敏, 日本顕微鏡学会第 70 回学術講演会, 
2014 年 5 月 11 日，幕張メッセ,千葉． 

63. 走査電子顕微鏡内の絶縁体薄膜表面電位分布のビーム電流依存性, 熊谷 健太朗，

半田 勇希，細井 創介，小寺 正敏, 日本顕微鏡学会第 70 回学術講演会, 2014 年 5
月 11 日，幕張メッセ,千葉．  

64. ZnS微粒子の合成と顕微ラマン分光,*10 原田義之，棚橋一郎，日本化学会第 94春季
年会，3PB-001，2014 年 3 月 29 日，名古屋大学． 

65. Ag ナノ粒子で被覆したセミの翅と表面増強ラマン分光,*6,9 棚橋一郎，原田義之，日

本化学会第 94春季年会，3PB-003，2014 年 3 月 29 日，名古屋大学． 
66. ニューラルネットワークによる電子鼻システム，大松 繁，池田善紀，矢野満明，電気学

会全国大会，2015 年 3 月 26 日，東京都市大学，東京． 
67. MgCr2O4-TiO2 系 P 型セラミックスに関するガス感応特性の添加物依存性，平原 陽

介，寺田 二郎，大松 繁，矢野 満明，電子情報通信学会2014年総合大会，2014年3
月 18～20 日，新潟大学． 

68. シリコン基板上に作製したマイクロブリッジ型熱細線によるガスの流速と混合比の測

定,*5 藤井 建多，村岡 茂信，矢野 満明，電子情報通信学会 2014 年総合大会，

2014 年 3 月 18～20 日，新潟大学． 
69. 格子不整合による薄膜の結晶成長の影響検討， 伊藤 慶, 槌谷和義, 上辻靖智，

2014 年度精密工学会春季大会学術講演会， 2014 年 3 月 18～20 日，東京大学． 
70. 薄膜の結晶成長予測のための計算手法の開発， 足立圭優, 槌谷和義, 上辻靖智，

2014 年度精密工学会春季大会学術講演会， 2014 年 3 月 18～20 日，京大学． 
71. 第一原理計算によるチタン酸バリウム圧電性向上を目的とした B サイト添加元素の評

価， 八十田 穣, 槌谷和義, 上辻靖智，2014 年度精密工学会春季大会学術講演会， 
2014 年 3 月 18～20 日，東京大学． 

72. 圧電ポンプの高性能化を目的とした圧電アクチュエータのスリット条件の探索，山本康

太, 槌谷和義, 上辻靖智，2014 年度精密工学会春季大会学術講演会， 2014 年 3 月

18～20 日，東京大学． 
73. 血液循環補助機構に用いる C 型形状アクチュエータの最良条件探索，鳥潟昂志, 槌

谷和義, 上辻靖智，2014 年度精密工学会春季大会学術講演会， 2014 年 3 月 18～
20 日，東京大学． 

74. 走査電子顕微鏡内の絶縁体薄膜表面電位分布のビーム電流依存性, 熊谷健太朗，半

田勇希，細井創介，小寺正敏，第 61 回応用物理学関係連合講演会， 2014 年 3 月 18
日，青山学院大，神奈川． 

75. 対物レンズへの炭素板設置による走査電子顕微鏡内多重後方散乱電子の低減,*14 
小半田勇希，熊谷健太朗，細井創介，小寺正敏,第 61 回応用物理学関係連合講演会, 
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2014 年 3 月 18 日，青山学院大学，神奈川． 
76. 磁界を考慮した走査電子顕微鏡におけるフォギング電子シミュレーション, 細井創介，

熊谷健太朗，半田勇希，小寺正敏，第 61 回応用物理学関係連合講演会, 2014 年 3
月 18 日，青山学院大学，神奈川． 

77. サファイア基板上に MBE 成長した MoO3薄膜の結晶構造評価，八木信治，松尾昌幸，

小池一歩，原田義之，佐々誠彦，矢野満明，稲葉克彦，第 61 回応用物理学関係連合

講演会，青山学院大学，2014 年 3 月 17～20 日． 
78. ZnO 溶液ゲート電界効果トランジスタを用いた免疫センサの作製と評価，大仲崇之，池

谷謙，広藤裕一，小池一歩，前元利彦，佐々誠彦，矢野満明，第61回応用物理学関係

連合講演会，青山学院大学，2014 年 3 月 17～20 日． 
79. MgCr2O4-TiO2 系Ｐ型セラミックスに関するガス感応特性の添加物依存性平原陽介，

寺田二郎，大松繁，矢野満明，戦略的研究基盤形成支援事業第 2 回シンポジウム，大

阪工業大学，2014 年 3 月 14 日． 
80. 集積回路によるギガ帯伝送用 Digital PLL 回路の設計，森下 宗瑛, 中西 郁人, 竹内 

昌平, 酒見 議一, 水野 順貴, 清水 真司, 吉村 勉，第 19 回電子情報通信学会関西

支部学生研究発表講演会， p. 50， 2014 年 2 月 28 日，同志社大学． 
81. 発振回路における干渉ノイズ解析および検証用テストチップの設計， 肥田 晃一郎, 

柏原 拓弥, 吉村 勉，第 19 回電子情報通信学会関西支部学生研究発表講演会， p. 
51， 2014 年 2 月 28 日，同志社大学． 

82. 位相同期回路における干渉ノイズ生成メカニズムの解析，水野 順貴, 酒見 議一, 清
水 真司, 肥田 晃一郎, 森下 宗瑛, 吉村 勉， STARC シンポジウム 2014，No.28, 
2014 年 1 月 29 日，新横浜国際ホテル． 

83. 高誘電率ゲート材料を用いた InAs/AlGaSb ヘテロ構造トランジスタの作製と半導体/ゲ
ート界面の改善, 森口 航平, 前元 利彦, 尾形 健一，佐々 誠彦, 平成 25 年電気関

係学会関西連合大会，P-33，2013 年 11 月 16～17 日, 大阪電気通信大学. 
84. Al ドープ酸化亜鉛透明電極を用いたガラス基板上酸化亜鉛薄膜トランジスタの特性評

価，孫屹，前元利彦，佐々誠彦，平成 25 年電気関係学会関西連合大会，2013 年 11
月 16～17 日，大阪電気通信大学． 

85. 光によるツマグロキチョウの裏面の変色， 棚橋一郎，御船藤志，平井規央，石井 実，

日本鱗翅学会第 60 回大会，2013 年 11 月 10 日，大阪府立大学． 
86. 均質化法に基づくマルチフェロイック複合材料のマルチスケールシミュレーション，森政

賢太郎，上辻靖智，倉前宏行，槌谷和義，日本機械学会 第 26 回計算力学講演会，

2013 年 11 月 2～4 日，佐賀大学. 
87. 第一原理計算による新規無鉛圧電材料の機能評価，大門賴満，上辻靖智，槌谷和義，

日本機械学会 第 26 回計算力学講演会，2013 年 11 月 2～4 日，佐賀大学. 
88. 多結晶圧電セラミックスの 3次元 EBSD 計測代表体積要素サイズの同定，倉前宏行，

上辻靖智，日本機械学会 第 26 回計算力学講演会，2013 年 11 月 2～4 日，佐賀大

学. 
89. 第一原理計算によるチタン酸バリウム圧電性向上添加元素の評価，八十田 穣，槌谷

和義，上辻靖智，日本機械学会 第 26 回計算力学講演会，2013 年 11 月 2～4 日，佐

賀大学. 
90. 原子接点数と格子不整合率による薄膜の結晶成長予測，足立圭優，槌谷和義，上辻

靖智，日本機械学会 第 26 回計算力学講演会，2013 年 11 月 2～4 日，佐賀大学. 
91. 均質化法に基づくマルチフェロイック複合材料のマルチスケール有限要素解析，森政賢

太郎，上辻靖智，倉前宏行，槌谷和義，日本機械学会 M&M2013 材料力学カンファレ

ンス，2013 年 10 月 11～14 日，岐阜大学. 
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92. 湿式混合法によるマルチフェロイック複合材料の開発，上北康之，上辻靖智，寺田二

郎，槌谷和義，日本機械学会 M&M2013 材料力学カンファレンス，2013 年 10 月 11～
14 日，岐阜大学. 

93. 第一原理計算による複合ペロブスカイト型酸化物の新規圧電材料の機能評価，大門賴

満，上辻靖智，槌谷和義，日本機械学会 M&M2013 材料力学カンファレンス，2013 年

10 月 11～14 日，岐阜大学 
94. 第一原理計算による PZT 圧電性向上を目的とした添加元素の探索，八十田 穣，槌

谷和義，上辻靖智，日本機械学会 M&M2013 材料力学カンファレンス，2013 年 10 月

11～14 日，岐阜大学. 
95. 骨格筋培養とバイオアクチュエータへの応用，宮本政典，及川裕輝，高木空，藤里俊

哉，筒井博司，化学とマイクロ・ナノシステム学会 第 27 回 化学とマイクロ・ナノシステ

ム研究会，2013 年 9 月 20 日～21 日，東北大学片平キャンパスさくらホール. 
96. 空気圧ソフト触覚センサを有するロボットハンドの機構及び制御に関する研究，本間直

樹，筒井博司，日本生体医工学会 生体医工学シンポジウム 2013，2013 年 9 月 20
日～21 日，九州大学 伊都キャンパス. 

97. 走査電子顕微鏡におけるフォギング電子軌跡のシミュレーション，細井創介，熊谷健太

朗，小寺正敏, 第 74 回応用物理学会学術講演会，2013 年 9 月 16 日．同社大学，京

都 
98. 電子ビーム照射を受けた導電性基板上絶縁体薄膜の二次元電位分布測定，熊谷健太

朗，細井創介，大谷優，小寺正敏, 第74回応用物理学会学術講演会、2013 年 9 月 16
日，同志社大学. 

99. 格子不整合率が及ぼす薄膜の結晶成長の検討，伊藤 慶，槌谷和義，上辻靖智，

2013 年度精密工学会秋季大会学術講演会，2013 年 9 月 12～14 日，関西大学. 
100. 第一原理計算による PZT の圧電性を改善する添加元素の探索，八十田 穣，上辻靖

智，槌谷和義，2013 年度精密工学会秋季大会学術講演会，2013 年 9 月 12～14 日，

関西大学 
101. 圧電アクチュエータを用いた血液循環補助機構の最良条件探索，鳥潟昂志，槌谷和

義，上辻靖智，2013 年度精密工学会秋季大会学術講演会，2013 年 9 月 12～14 日，

関西大学. 
102. ε-分離差分適応ディジタルフィルタによるプラズマ ECE 計測信号の誘導雑音除去，大

松 繁，平成 25 年電気学会電子・情報・システム部門大会，平成 25 年 9 月 4 日～7
日，弘前大学. 

103. 階層型ニューラルネットワークを用いた混合臭の識別，大西建嘉，林 大悟，大松 繁，

平成 25 年電気学会電子・情報・システム部門大会，平成 25 年 9 月 4 日～7 日，弘前

大学. 
104. サブバンドスペクトルデータを用いた紙幣特徴量の抽出，大松 繁，児玉知也，平成 25

年電気学会電子・情報・システム部門大会，平成 25 年 9 月 4 日～7 日，弘前大学. 
105. 金属酸化物半導体ガスセンサとクローズド ループ制御による応答特性，寺田二郎，平

原陽介，大松繁，矢野満明，佐々誠彦，電気学会，マイクロマシン・ケミカルセンサ研究

会，pp17-23，2013 年 8 月 8 日，東京工科大学. 
106. 走査電子顕微鏡内における絶縁体薄膜の表面電位分布測定，小寺正敏、ナノテスティ

ング学会 電子線応用技術研究会，2013 年 7 月 23 日，大阪大学. 
107. 化合物半導体を用いた自己整流型ナノダイオードの開発，孫屹，前元利彦，佐々誠彦，

葛西誠也，第 288 回電気材料技術懇談会，2013 年 7 月 12 日，大阪大学． 
108. 走査電子顕微鏡内における絶縁体薄膜の表面電位分布測定， 熊谷健太朗，細井創

介，大谷優，小寺正敏，日本顕微鏡学会第 69 回学術講演会，2013 年 5 月 20 日，ホ
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テル阪急エキスポパーク 大阪府吹田市． 
109. 学習ベクトル量子化法を用いた混合臭の識別，大西建嘉，林大悟，大松繁，システム

制御情報学会、SCI 2013 年 5 月 15 日～17 日，兵庫県民会館. 
110. サブバンド画像を用いた紙幣の真偽識別，児玉知也，大松繁，荒木英夫，システム制

御情報学会，SCI 2013 年 5 月 15 日～17 日，兵庫県民会館. 
111. 2 種類の匂いセンサを用いたコーヒー臭の識別，林大悟，大松繁，荒木英夫，システム

制御情報学会，SCI 2013 年 5 月 15 日～17 日，兵庫県民会館. 
112. 実環境での独立成分分析を用いた音響診断，玉井貴令，大松繁，システム制御情報学

会，SCI 2013 年 5 月 15 日～17 日，兵庫県民会館. 
113. 走査電子顕微鏡におけるフォギング電子電流の測定とシミュレーション(�)，小原康寛，

大谷 優，長田 明，小寺正敏, 第 60 回応用物理学関係連合講演会、2013 年 3 月 30
日，神奈川工科大学． 

114. 走査電子顕微鏡内における電子ビーム照射による絶縁体薄膜表面電位分布の測定，

大谷 優，長田 明，小原康寛，熊谷健太朗，小寺正敏，第 60 回応用物理学関係連合

講演会，神奈川 2013 年 3 月 30 日，神奈川工科大学． 
115. 電子ビーム照射を受けた絶縁体薄膜の放電特性，熊谷健太朗，大谷 優，小原康寛，

小寺正敏, 第 60 回応用物理学関係連合講演会，2013 年 3 月 30 日，神奈川工科大

学． 
116. 分子線エピタキシャル成長 β型三酸化モリブデン薄膜の熱処理効果，和田 涼太，八木 

信治，小池 一歩，原田 義之，佐々 誠彦，矢野 満明，第 60 回応用物理学会春季学

術講演会，2013 年 3 月 28 日，神奈川工科大学．  
117. 新対向ターゲット式スパッタ法による Ta2O5/ZnO:In ヘテロ構造膜の作製と高感度 pH セ

ンサーへの応用,*4,13 向井和哉，大仲崇之，小池一歩，前元利彦，佐々誠彦，矢野満

明，門倉貞夫，中光豊，第60回応用物理学関係連合講演会，2013年3月27～30日，

神奈川工科大学． 
118. 分子線エピタキシャル成長 β 型三酸化モリブデン薄膜の熱処理効果，和田涼太，八木

信治，小池一歩，原田義之，佐々誠彦，矢野満明，第 60 回応用物理学関係連合講演

会，2013 年 3 月 27～30 日，神奈川工科大学． 
119. 放射光 X 線吸収による ZnMgO 薄膜の局所構造，尾形健一，Michal Kozub，小池一

歩，佐々誠彦，井上正崇，矢野満明，為則雄祐，第 60 回応用物理学関係連合講演会，

2013 年 3 月 27～30 日，神奈川工科大学． 
120. ゾルゲル法を用いた酸化亜鉛系透明薄膜トランジスタの作製，佐々木 悟，前元 利

彦，尾形 健一，佐々 誠彦，第 60 回応用物理学関係連合講演会，2013 年 3 月 27～

30 日，神奈川工科大学． 
121. 対向ターゲット式スパッタ法を用いた酸化亜鉛系薄膜トランジスタの作製，岡田 祐介，

森田 竜次，前元 利彦，佐々 誠彦，第 60 回応用物理学関係連合講演会，2013 年 3
月 27～30 日，神奈川工科大学． 

122. InAs/AlGaSb ヘテロ構造の分子線エピタキシャル成長と高誘電率ゲート材料を用いた

HFET の製作, 森口 航平, 西坂 和一，前元 利彦，佐々 誠彦, 第 60 回応用物理学

関係連合講演会, 29p-PA2-1, 2013 年 3 月 27～30 日，神奈川工科大学． 
123. Ag/TiO2 薄膜の作製と SERS 特性,*6,9 棚橋一郎，原田義之，野村佑哉，日本化学会

第 93 回春季年会 2PC-036，2013 年 3 月 23 日，立命館大学． 
124. マルチフェロイック複合材料の巨視特性に及ぼす微視結晶構造の影響，森政賢太郎，

上辻靖智，倉前宏行，槌谷和義，日本機械学会 関西支部第 88 期定時総会講演会，

2013 年 3 月 16, 17 日，大阪工業大学. 
125. FEM 解析によるリング型 PZT アクチュエータの最良溝形状設計，相澤英一, 槌谷和
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義, 上辻靖智，2013 年度精密工学会春季大会学術講演会，2013 年 3 月 13～15 日，

東京工業大学. 
126. FEM 解析手法における圧電解析精度の向上，山本康太, 槌谷和義, 上辻靖智，

2013 年 3 月 13～15 日，東京工業大学. 
127. 原子接点数と格子不整合率による薄膜の結晶成長予測，足立圭優, 槌谷和義, 上辻

靖智，2013 年 3 月 13～15 日，東京工業大学. 
128. 結晶成長及び組成比の制御による高圧電性を示すＰＺＴ薄膜の創製，滝田力也, 槌谷

和義, 上辻靖智，2013 年 3 月 13～15 日，東京工業大学. 
129. フレキシブルデバイス応用を目指したセルフスイッチング型ナノダイオードの整流特性，

孫屹，木村祐太，前元利彦，佐々誠彦，葛西誠也，電子情報通信学会電子デバイス研

究会，2013 年 2 月 27～28 日，北海道大学． 
130. 電子ビームと物質の相互作用 －電子散乱の基礎２－，小寺正敏，日本学術振興会第

132委員会 第２回荷電粒子ビーム基礎講座，2013 年 2 月 15 日，産業技術総合研究

所 臨海副都心センター． 
131. ニューラルネットによる電子鼻の構築，林大悟，大松繁，荒木英夫，平成 24 年度計測

自動制御学会 関西支部・システム制御情報学会若手研究発表会，2013 年 1 月 18
日，常翔学園 大阪センター. 

132. 実環境での独立成分分析を用いた音響診断，玉井貴令，大松繁，平成 24 年度計測自

動制御学会 関西支部・システム制御情報学会若手研究発表会，2013 年 1 月 18 日，

常翔学園 大阪センター. 
133. 閉ループ制御を用いた ISF 感度解析の新しい手法の提案，水野，吉村，岩出，牧野，

松 田 ， 電 子 情 報通信 学 会集積回路研究会 ， 信 学技報 , Vol. 112, No. 365, 
ICD2012-97, pp. 37～40, 2012 年 12 月 17 日，東京工業大学． 

134. 位相比較器の非線形性を考慮した CDR-PLL 回路のプルイン動作，清水，吉村，岩

出，牧野， 松田， 電子情報通信学会集 積 回 路 研究会， 信学技報, Vol. 112, No. 
365, ICD2012-100, pp. 45～48, 2012 年 12 月 17 日，東京工業大学． 

135. 酸化亜鉛の放射線耐性，小池一歩，藤本龍吾，和田涼太，佐々誠彦，矢野満明，權田

俊一，羽豆耕治，秩父重英，第 12 回東北大学多元物質科学研究所発表会，2012 年

12 月 10 日，東北大学． 
136. セルロース系液晶の可変色素子，金原由惟，佐野香織，石原將市，宇戸禎仁，電氣関

係学会関西連合大会講演論文集，No. P-11，p.495，2012 年 12 月 8-9 日，関西大

学千里山キャンパス． 
137. 磁気共鳴型電力伝送の電子制御に関する一考察，酒見，福田，清水，福井，森田，吉

村，電気関係学会関西支部連合大会，9pmD-20，2012 年 12 月 9 日，関西大学． 
138. 磁界共鳴方式ワイヤレス給電システムの共振周波数決定の提案，福田，酒見，吉村，

電気関係学会関西支部連合大会， 9pmD-18，2012 年 12 月 9 日，関西大学． 
139. エゾスジグロシロチョウの香気成分の経時変化，棚橋一郎，日本昆虫学会近畿支部

2012 年度大会・日本鱗翅学会近畿支部第 146 回例会，2012 年 12 月 8 日，兵庫県

立人と自然の博物館． 
140. ドメイン・スイッチングおよび構造相転移を考慮した強誘電体のマルチスケール非線形

解析，堤正義，上辻靖智，倉前宏行，槌谷和義，日本機械学会第 20 回機械材料・材

料加工技術講演会 M&P2012，2012 年 12 月 1～2 日，大阪工業大学． 
141. 第一原理計算に基づいた新規無鉛圧電材料の創製支援シミュレーション，千代昌功，

上辻靖智，槌谷和義，日本機械学会第  20 回機械材料・材料加工技術講演会

M&P2012，2012 年 12 月 1～2 日，大阪工業大学． 
142. 絶縁物試料の表面電位計測と理論解析，小寺正敏，日本顕微鏡学会 SEM の物理科
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学研究部会講演会，2012 年 11 月 29 日，学校法人常翔学園 大阪センター． 
143. ヒドロキシプロピルセルロースの可変色素子，金原由惟，石原將市，宇戸禎仁，電子情

報通信学会／有機エレクトロニクス研究，No.4，2012.11.19，大阪大学中之島センタ

ー． 
144. 画像鮮明化に基くぼけ画像の復元手法，児玉知也，大松繁，荒木英夫，第 55 回自動

制御聯合講演会，2012 年 11 月 17～18 日，京都大学吉田キャンパス． 
145. パルスレーザー堆積法による酸化亜鉛透明フレキシブルデバイスの開発，木村祐太，

孫屹，前元利彦，佐々誠彦，井上正崇，第53 回真空に関する連合講演会，15P-10V，

2012 年 11 月 15 日，甲南大学ポートアイランドキャンパス． 
146. ナノ構造を用いたフレキシブル基板上酸化亜鉛整流デバイスの作製と評価，木村祐

太，孫屹，前元利彦，佐々誠彦，葛西誠也，井上正崇，関西からはばたく最新技術，

P-42，2012 年 11 月 8 日，関西大学 100 周年記念会館（招待講演）． 
147. パルスレーザーアブレーション法による透明電極を用いたガラス基板上酸化亜鉛透明

薄膜トランジスタの特性評価，孫屹，木村祐太，前元利彦，佐々誠彦，井上正崇，

9pmD-7，2012 年 11 月 9 日，関西大学 100 周年記念会館． 
148. 分子線エピタキシー法による InAs/AlGaSb ヘテロ構造の結晶成長と高誘電率ゲート材

料を用いた電界効果トランジスタの作製，森口航平，西坂和一，前元利彦，佐々誠彦，

井上正崇，9pmD-9，2012 年 11 月 9 日，関西大学 100 周年記念会館． 
149. インジウムヒ素薄膜からのテラヘルツ波放射強度増強のための反射層作製条件の最

適化，西坂和一，高山和久，前元利彦，佐々誠彦，井上正崇, 斗内政吉，応用物理学

会結晶工学分科会 第 1 回 結晶工学未来塾，2012 年 11 月 8 日，学習院大学． 
150. エゾスジグロシロチョウの香気成分と生存日数との関係，棚橋一郎，日本鱗翅学会第

59 回大会，P-33，2012 年 10 月 28 日，愛媛大学． 
151. ニューラルネットワークによる匂い識別,*15 大松繁，日本シミュレーション&ゲーミング

学会全国大会論文報告集 2012 年秋号，2012 年 10 月 19～20 日，青山学院大学

青山キャンパス. 
152. モンテカルロ法と帯電解析への応用，小寺正敏，日本顕微鏡学会 SEM の物理科学

研究部会合宿討論会，2012 年 10 月 13～14 日，日本電子山中湖保養所ジュラク

荘． 
153. 酸化モリブデン薄膜の分子線エピタキシャル成長と特性評価，藤本龍吾，和田涼太，小

池一歩，佐々誠彦，矢野満明，日本材料学会半導体エレクトロニクス部門，平成 24 年

度第 1 回研究会，A04，2012 年 9 月 29 日，和歌山大学． 
154. MgCr2O4-TiO2 系セラミックガスセンサ素子の添加物効果，寺田二郎，平原陽介，杉本

祐樹，大松繁，佐々誠彦，矢野満明，日本材料学会半導体エレクトロニクス部門，平成

24 年度第 1 回研究会，C03，2012 年 9 月 29 日，和歌山大学． 
155. InAs 薄膜からの THz 波放射強度増強のための反射層の検討，西坂和一，高山和

久，前元利彦，佐々誠彦，井上正崇，斗内政吉，日本材料学会半導体エレクトロニクス

部門，平成 24 年度第 1 回研究会，B04，2012 年 9 月 29 日，和歌山大学． 
156. ドメイン・スイッチングおよび構造相転移を考慮した強誘電体のマルチスケールシミュレ

ーション，堤正義，上辻靖智，倉前宏行，槌谷和義，日本機械学会 M&M2012 材料力
学カンファレンス，2012 年 9 月 21～24 日，愛媛大学． 

157. 第一原理計算に基づいた新規無鉛圧電材料の構造安定性評価，千代昌功，上辻靖

智，槌谷和義，日本機械学会 M&M2012 材料力学カンファレンス，2012 年 9 月 21
～24 日，愛媛大学． 

158. マルチフェロイック複合材料のマルチスケールシミュレーション，森政賢太郎，上辻靖

智，倉前宏行，槌谷和義，日本機械学会 M&M2012 材料力学カンファレンス，2012
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年 9 月 21～24 日，愛媛大学． 
159. 酸化モリブデン薄膜の分子線エピタキシャル成長，藤本龍吾，和田涼太，小池一歩，

佐々誠彦，矢野満明，第 73 回応用物理学会学術講演会，2012 年 9 月 11～14 日，

愛媛大学． 
160. 新対向ターゲット式スパッタ法による単結晶 ZnO 薄膜のエピタキシャル成長,*11 田辺

慎太朗，向井和哉，小池一歩，前元利彦，佐々誠彦，矢野満明，門倉貞夫，中光豊，第

73 回応用物理学会学術講演会，2012 年 9 月 11～14 日，愛媛大学． 
161. フレキシブルデバイス応用を目指した ZnO セルフスイッチング型ナノダイオードの整流

特性，木村祐太，孫屹，前元利彦，佐々誠彦，井上正崇，第 73 回応用物理学会学術

講演会，2012 年 9 月 11～14 日，愛媛大学． 
162. CdTe 中に自己組織化した Pb1-xSnxTe ナノドットの中赤外線発光，岩本敦，小池一

歩，矢野満明，第 73 回応用物理学会学術講演会，2012 年 9 月 11～14 日，愛媛大

学． 
163. 走査電子顕微鏡内フォギング電子が形成する絶縁体薄膜表面電位分布の測定 2，大

谷優，長田明，小原康寛，小寺正敏，第 73 回応用物理学会学術講演会，愛媛大学／

松山大学，2012 年 9 月 11 日～14 日． 
164. 走査電子顕微鏡におけるフォギング電子電流の測定とシミュレーション(II) ，小原康寛，

大谷 優，長田明，小寺正敏，第 73 回応用物理学会学術講演会， 2012 年 9 月 11 
日～14 日，愛媛大学／松山大学． 

165. 選択反射を利用したセルロース系液晶の可変色表示素子の開発，金原由惟，石原將

市，宇戸禎仁，応用物理学会学術講演会予稿集，Vol.73，No.13p-PB5-1，2012 年 9 
月 13 日，愛媛大学・松山大学． 

166. プラズマダメージ低減 ECR-MBE 法で作製した Si 基板上 InN 薄膜への Si 基板窒化

が及ぼす長波長域 PL 発光・電気的特性への影響，淀徳男，原田義之，2012 年（平

成 24 年）秋季第 73 回応用物理学会学術講演会，2012 年 9 月 13 日，愛媛大学． 
167. 指紋構造を有する多チャンネル触覚センサの開発，村嶋良彦，高光秀幸，赤澤堅造，

筒井博司，JBMS2012 生体医工学シンポジウム 2012，2012 年 9 月 7～8 日，大阪

大学． 
168. 培養骨格筋のバイオアクチュエータへの応用，及川裕輝，掃部貴文，笠松研佑，藤里

俊哉，筒井博司，JBMS2012 生体医工学シンポジウム 2012，2012 年 9 月 7～8 
日，大阪大学． 

169. 空気厚ソフト触センサを有するロボットハンドの機構及び制御に関する研究，本間直

樹，高光秀幸，村嶋良彦，赤澤堅造，筒井博司，JBMS2012 生体医工学シンポジウム

2012，2012 年 9 月 7～8 日，大阪大学． 
170. ニューラルネットワークによる匂い識別,*15 林大悟，大松繁，荒木英夫，平成 24 年電

気学会電子・情報・システム部門大会講演論文集，2012 年 9 月 5～7 日，弘前大学． 
171. 主成分を利用した独立成分分析,*15 玉井 貴令，大松 繁，平成 24 年電気学会電

子・情報・システム部門大会講演論文集，2012 年 9 月 5～7 日，弘前大学． 
172. ヒドロキシプロピルセルロース液晶の選択反射を用いた可変色表示デバイスの開発，

金原由惟，石原將市，宇戸禎仁，2012 年日本液晶学会討論会講演予稿集，PB35，

p.171，2012 年 9 月 5 日，千葉大学西千葉キャンパス． 
173. 高分子安定化ブルー相液晶の電気－光学特性シミュレーション，椙本充，西川洋平，

石原將市，2012 年日本液晶学会討論会講演予稿集，1b06，p.19，2012 年 9 月 5 
日，千葉大学西千葉キャンパス． 

174. ネマチック液晶における電子分極の観察，西川洋平，椙本充，石原將市，2012 年日本

液晶学会討論会講演予稿集，1c07，p.31，2012 年 9 月 5 日，千葉大学西千葉キャ
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ンパス． 
175. インジウムヒ素薄膜からのテラヘルツ波放射強度増強のための反射層の検討，西坂和

一，高山和久，前元利彦，佐々誠彦，井上正崇，第 284 回電気材料技術懇談会「若手

研究発表会」，2012 年 7 月 11 日，中央電気倶楽部． 
176. フレキシブル酸化亜鉛透明薄膜トランジスタの開発，孫屹，木村祐太，前元利彦，佐々

誠彦，井上正崇，第284 回電気材料技術懇談会「若手研究発表会」，2012 年7 月11 
日，中央電気倶楽部． 

177. セルロース系液晶を用いた可変色表示素子の開発，金原由惟，石原將市，宇戸禎仁，

第 284 回電氣材料技術懇談会，No.7, 2012 年 7 月 11 日，中央電気倶楽部，大阪． 
178. ３次元 EBSD 結晶形態計測に基づく圧電材料の RVE モデリング，倉前宏行，上辻靖

智，日本計算工学会第１７回計算工学講演会，2012 年 5 月 29～31 日，京都教育文

化センター． 
179. ベイズの理論によるボケ画像の復元，児玉知也，大松繁，荒木英夫，第 56 回システム

制御情報学会研究発表講演会，2012 年 5 月 21～23 日，京都テルサ． 
180. リモートセンシングによる衛星画像の分類，西中 健太，大松 繁，第 56 回システム制

御情報学会研究発表講演会，2012 年 5 月 21～23 日，京都テルサ． 
181. 独立成分分析による音響診断、第 56 回システム制御情報学会研究発表講演会，玉

井貴令，大松繁，2012 年 5 月 21～23 日，京都テルサ． 
182. ニューラルネットワークを用いた匂いの識別，林 大悟，大松 繁，荒木 英夫，第 56 回

システム制御情報学会研究発表講演会，2012 年 5 月 21～23 日，京都テルサ． 
183. 血球分離フィルタに関する研究,*20 岩田悠，及川裕輝，宮川英之，筒井博司，第 25 

回化学とマイクロ・ナノシステム研究会，2012 年 5 月 17～18 日，崇城大学． 
184. 培養骨格筋のバイオアクチュエータへの応用，及川裕輝，掃部貴文，笠松研佑，藤里

俊哉，筒井博司, 第 25 回化学とマイクロ・ナノシステム研究会, 2012 年 5 月 17～18
日，崇城大学． 

185. 空気圧ソフト触覚センサを有するロボットハンドの機構及び制御，高光秀幸，村嶋良

彦，本間直樹，赤澤堅造，筒井博司，第 51 回日本生体医工学会大会，2012 年 5 月

10～12 日，福岡国際会議場． 
186. ロボットハンドに用いる指紋構造を有する多チャンネル触覚センサ，村嶋良彦，高光秀

幸，赤澤堅造，筒井博司，第 51 回日本生体医工学会大会，2012 年 5 月 10～12 
日，福岡国際会議場 

187. 培養骨格筋のバイオアクチュエータへの応用，及川裕輝，掃部貴文，笠松研佑，藤里

俊哉，筒井博司，第 51 回日本生体医工学会大会，2012 年 5 月 10～12 日，福岡国

際会議場． 
188. 単結晶酸化亜鉛薄膜への N, P イオン注入と熱処理効果，藤本龍吾，和田凉太，小池

一歩，佐々誠彦，矢野満明，吉田謙一，長町信治，羽豆耕治，秩父重英，日本材料学

会半導体エレクトロニクス部門，平成 23 年度第 2 回研究会， 2012 年 3 月 24 日，

京都工芸繊維大学． 
189. ニューラルネットワークによる知的匂い識別,*15 大松繁，荒木英夫，矢野満明，平成

24 年度電気学会全国大会，2012 年 3 月 21～23 日，広島工業大学． 
190. 空気圧ソフト触覚センサを用いたロボットハンドの機構及び制御に関する研究，高光秀

幸，村嶋良彦，赤澤堅造，筒井博司，日本機械学会関西支部第 87 期定時総会講演

会，2012 年 3 月 16～17 日，関西大学． 
191. 指紋構造を有する多チャンネル触覚センサの開発，村嶋良彦，高光秀幸，赤澤堅造，

筒井博司，日本機械学会関西支部第 87 期定時総会講演会，2012 年 3 月 16～17 
日，関西大学． 
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192. MEMS 技術を用いたマイクロ血球分離フィルタ,*20 原広大，筒井博司，第 59 回応用

物理学会関係連合講演会，2012 年 3 月 15～18 日，早稲田大学． 
193. マイクロ化学デバイス集積化の検討,*20 宮本昂，筒井博司，第 59 回応用物理学関

係連合講演会，2012 年 3 月 15～18 日，早稲田大学． 
194. 走査電子顕微鏡内フォギング電子が形成する絶縁体薄膜表面電位分布の測定，大谷

優，長田明，小原康寛，小寺正敏，第 59 回応用物理学関係連合講演会，2012 年 3 
月 15～18 日 早稲田大学． 

195. 走査電子顕微鏡内の絶縁体薄膜表面電位分布のビーム電流依存性，長田 明，大谷 
優，小原康寛，小寺正敏，第 59 回応用物理学関係連合講演会，2012 年 3 月 15～

18 日，早稲田大学． 
196. 走査電子顕微鏡におけるフォギング電子電流の測定とシミュレーション，小原康寛，大

谷優，長田明，小寺正敏，第 59 回応用物理学関係連合講演会， 2012 年 3 月 15～

18 日，早稲田大学． 
197. 湿式混合法によるマルチフェロイック複合材料の創製，喜連川浩行，上辻靖智，寺田二

郎，日本機械学会関西学生会平成 23 年度学生員卒業研究発表講演会，2012 年 3 
月 15 日，関西大学． 

198. マルチフェロイック複合材料のためのマルチスケール解析の開発，森政賢太郎，上辻

靖智，倉前宏行，槌谷和義，日本機械学会関西学生会平成 23 年度学生員卒業研究

発表講演会，2012 年 3 月 15 日，関西大学． 
199. 自動車用積層ギヤのプレス成形シミュレーション，鷹野雄大，上辻靖智，鬼頭直宏，中

司雄大，内田聡裕，荒木邦彦，日本機械学会関西学生会平成 23 年度学生員卒業研

究発表講演会，2012 年 3 月 15 日，関西大学． 
200. 自動車用積層ギヤの剛性・強度評価，柳田洋輔，上辻靖智，中司雄大，内田聡裕，荒

木邦彦，小出隆夫，宮近幸逸，日本機械学会関西学生会平成 23 年度学生員卒業研

究発表講演会，2012 年 3 月 15 日，関西大学． 
201. 新型ムーニーアクチュエータによるバルブレス圧電ポンプの開発，西口忠志，上辻靖

智，倉前宏行，槌谷和義，日本機械学会関西学生会平成 23 年度学生員卒業研究発

表講演会，2012 年 3 月 15 日，関西大学． 
202. 単結晶酸化亜鉛への 8MeV プロトンビーム照射と熱処理効果，藤本龍吾，和田凉太，

小池一歩，佐々誠彦，矢野満明，權田俊一，石神龍哉，久米恭，第 59 回応用物理学

関係連合講演会，2012 年 3 月 15～18 日，早稲田大学． 
203. 酸化亜鉛系イオン感応性電界効果トランジスターの pH 検出特性,*11 田辺慎太朗，向

井和哉，小池一歩，尾形健一，佐々誠彦，矢野満明，第 59 回応用物理学関係連合講

演会，2012 年 3 月 15～18 日，早稲田大学． 
204. InAs 薄膜からの THz 波放射強度増加のための反射層の検討，西坂和一，木曽達

也，高山和久，前元利彦，佐々誠彦，井上正崇，斗内政吉，第 59 回応用物理学関係

連合講演会，2012 年 3 月 15～18 日，早稲田大学． 
205. 圧電－流体連成解析によるバルブレス圧電ポンプの性能評価，西口忠志，上辻靖智，

倉前宏行，槌谷和義，日本学術会議第 61 回理論応用力学講演会，2012 年 3 月 7
～9 日，東京大学． 

206. マルチフェロイック複合材料のマルチスケールモデリング，森政賢太郎，上辻靖智，倉

前宏行，槌谷和義，日本学術会議第 61 回理論応用力学講演会，2012 年 3 月 7～9 
日，東京大学． 

207. マルチフェロイック複合材料の創製と結晶形態分析，喜連川浩行，上辻靖智，寺田二

郎，日本学術会議第 61 回理論応用力学講演会，2012 年 3 月 7～9 日，東京大

学． 
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208. 自動車エンジン用吸音型積層ギアの機械的特性評価，柳田洋輔，上辻靖智，中司雄

大，内田聡裕，荒木邦彦，小出隆夫，宮近幸逸，日本学術会議第 61 回理論応用力

学講演会，2012 年 3 月 7～9 日，東京大学． 
209. 電子ビームと物質の相互作用－電子散乱の基礎－，小寺正敏，日本学術振興会第 

132 委員会 第１回荷電粒子ビーム基礎講座，2012 年 2 月 17 日，産業技術総合研

究所臨海副都心センター，東京． 
210. セルロース系液晶を用いた電圧印加による可変色素子，金原由惟，石原將市，宇戸禎

仁，電氣学会／誘電・絶縁材料研究会，DEI-12-42， 2012 年 2 月 17 日，産総研九

州センター，福岡． 
211. 空気圧ソフト触覚センサを有するロボットフィンガーの機構と制御，高光秀幸，村嶋良

彦，赤澤堅造，筒井博司，日本機械学会 第 24 回バイオエンジニアリング学会，2012
年 1 月 7～8 日，大阪大学． 

212. ロボットハンドに装着するための指紋構造を有する多チャンネル触覚センサ，村嶋彦，

高光秀幸，赤澤堅造，筒井博司，日本機械学会 第 24 回バイオエンジニアリン学会，

2012 年 1 月 7～8 日，大阪大学． 
213. 培養骨格筋のバイオアクチュエータへの応用，及川裕輝，掃部貴文，笠松研佑，藤俊

哉，筒井博司，日本機械学会 第 24 回バイオエンジニアリング学会，2012 年 1 月～

8 日，大阪大学． 
214. 位相同期回路間における干渉ノイズのシミュレーション解析，丸橋，水野，吉村，岩出，

牧野，松田，電子情報通信学会 集積回路研究会，信学技報, Vol. 111, No. 352,   

ICD2011-110, pp. 57～58, 2011 年 12 月 15 日，大阪大学． 
215. メタステーブルを考慮した TDC 回路の最適化および ADPLL の設計，志水，酒見，吉

村，岩出，牧野，松田，電子情報通信学会 集積回路研究会，信学技報, Vol. 111, No. 
352, ICD2011-104, pp. 25～27, 2011 年 12 月 15 日，大阪大学． 

216. スジグロシロチョウ（夏型）の香気成分 －産地別の比較－，棚橋一郎、鍛冶宣行，代

野雄一，日本鱗翅学会近畿支部第 144 回例会・日本昆虫学会近畿支部 2011 年度大

会合同大会，2011 年 12 月 10 日，大阪市立自然史博物館． 
217. 新規無鉛圧電材料開発を目指した複合ぺロブスカイト型酸化物の第一原理計算，岩崎 

徳，上辻靖智，槌谷和義，日本材料学会関西支部 第 6 回若手シンポジウム～安心・安

全のための材料技術～，2011 年 12 月 9～10 日，東大阪市． 
218. コロニー形成試験による圧電材料の細胞毒性評価および混晶材料の毒性予測，畦地

一甫，上辻靖智，槌谷和義，平野義明，日本材料学会関西支部 第 6 回若手シンポジ

ウム～安心・安全のための材料技術～，2011 年 12 月 9～10 日，東大阪市． 
219. RF マグネトロンスパッタリング法による生体適合圧電材料 MgSiO3 薄膜の創製技術開

発，森山亮祐，上辻靖智，槌谷和義，日本材料学会関西支部 第 6 回若手シンポジウ

ム～安心・安全のための材料技術～，2011 年 12 月 9～10 日，東大阪市． 
220. 多結晶 ZnO/ZnMgO ヘテロ構造を用いた溶液ゲート電界効果トランジスタの pH センシ

ング特性,*11 野上隆弘，田辺慎太朗，小池一歩，尾形健一，佐々誠彦，矢野満明，日

本材料学会半導体エレクトロニクス部門，平成 23 年度第 2 回研究会，A02， 2011 年

11 月 21 日，神戸大学． 
221. PbSnTeナノドットの自己組織化とフォトルミネッセンス特性，中田裕紀，小池一歩，矢野

満明，日本材料学会半導体エレクトロニクス部門，平成 23 年度第 2 回研究会，B04， 
2011 年 11 月 21 日，神戸大学． 

222. 非対称ヘリンボーンミキサ，宮本昴，林祐一郎，筒井博司，第 24 回化学とマイクロ・ナノ

システム研究会，2011 年 11 月 17～18 日，大阪府立大学． 
223. 培養骨格筋のバイオアクチュエータへの応用，及川裕輝，黒田純平，掃部貴文，笠松
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研佑，藤里俊哉，筒井博司，第 24 回化学とマイクロ・ナノシステム研究会，2011 年 11
月 17～18 日，大阪府立大学． 

224. Construction of 2-axis acceleration sensor using a cross coupled vibrator, J. 
Terada, Y. Uetsuji, S. Sugawara, 第 32 回超音波エレクトロニクスの基礎と応用に関

するシンポジウム，2011 年 11 月 8～10 日，京都大学． 
225. Analysis of Characteristics of Coupled Bending Vibrators Used as a Force Sensor, 

S. Sugawara, J. Terada, Y. Mito, and Y. Takahasi, 第 32 回超音波エレクトロニクスの

基礎と応用に関するシンポジウム，2011 年 11 月 8～10 日，京都大学． 
226. 非線形素子をもつ PLL 回路のプルイン動作解析，酒見，志水，吉村，岩出，牧野，松

田，電気関係学会関西支部連合大会，30A2-27， 2011 年 10 月 30 日，兵庫県立大

学． 
227. VCO 回路のノイズ感度比較と低ノイズの検討，水野，丸橋，吉村，岩出，牧野，松田，

電気関係学会関西支部連合大会， 30A2-26， 2011 年 10 月 30 日，兵庫県立大学． 
228. 酸化物バッファ層を用いたフレキシブル基板上酸化亜鉛透明薄膜トランジスタの作製と

評価，木村祐太，日垣友宏，前元利彦，佐々誠彦，井上正崇，平成 23 年電気関係学会

関西連合大会，30A4-21， 2011 年 10 月 31 日，兵庫県立大学． 
229. 高性能酸化亜鉛系薄膜トランジスタの作製と評価，矢部達也，前元利彦，佐々誠彦，井

上正崇，日本材料学会半導体エレクトロニクス部門，平成 23 年度第 1 回研究会，A03， 
2011 年 10 月 21 日，神戸大学． 

230. 多結晶および多分域構造の階層的モデリングによる圧電材料の特性評価，上辻靖智，

倉前宏行，槌谷和義，日本機械学会 第 24 回計算力学講演会，2011 年 10 月 8～10
日，岡山大学． 

231. ドメイン・スイッチングおよび構造相転移を考慮した強誘電体のマルチスケール解析，堤 

正義，上辻靖智，倉前宏行，槌谷和義，日本機械学会 第 24 回計算力学講演会，2011
年 10 月 8～10 日，岡山大学． 

232. 三次元織物複合材料の損傷非線形挙動における大規模並列有限要素解析，金剛輝

幸，上辻靖智，倉前宏行，座古 勝，日本機械学会 第 24 回計算力学講演会，2011 年

10 月 8～10 日，岡山大学． 
233. 新規無鉛圧電材料開発を目指した複合ぺロブスカイト型酸化物の第一原理計算，岩崎 

徳，上辻靖智，槌谷和義，日本機械学会 第 24 回計算力学講演会，2011 年 10 月 8～

10 日，岡山大学． 
234. 培養骨格筋のバイオアクチュエータへの応用，及川裕輝，黒田純平，掃部貴文，笠松

研佑，藤里俊哉，筒井博司，生体医工学シンポジウム 2011，2011 年 9 月 16 日，ビッ

グハット・長野市若里市民文化ホール． 
235. 空気圧ソフト触覚センサを有するロボットフィンガーの機構および制御に関する研究，高

光秀幸，村嶋良彦，赤澤堅造，筒井博司，生体医工学シンポジウム 2011，2011 年 9 月

16 日．ビッグハット・長野市若里市民文化ホール． 
236. ロボットハンドに用いるマルチチャンネル触覚センサの開発，村嶋良彦，高光秀幸，赤

澤堅造，筒井博司，生体医工学シンポジウム 2011，2011 年 9 月 16 日，ビッグハット・

長野市若里市民文化ホール． 
237. ヒドロキシプロピルセルロース液晶を使った可変色表示素子の開発，金原由惟，石原將

市，宇戸禎仁，2011 年日本液晶学会討論会，書誌事項 2011 年日本液晶学会討論会

予稿集，PA46，p.136，2011 年 9 月 11 日，東京． 
238. 非対称ヘリンボーンミキサ，本昴，林祐一郎，筒井博司，第 72 回応用物理学会学術講

演会，2011 年 8 月 29 日．山形大学． 
239. 走査電子顕微鏡内における絶縁体薄膜の表面電位分布測定， 長田 明，小寺正敏，
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第 72 回応用物理学会学術講演会，2011 年 8 月 30 日，山形大学． 
240. プラズマダメージ低減 ECR-MBE 法で作製した Si基板上 InN 薄膜の成長条件が及ぼ

す長波長域PL発光特性への影響，淀 徳男，原田義之，第 72 回応用物理学会学術講

演会，2011 年 8 月 30 日，山形大学． 
241. 酸化物バッファを用いたフレキシブルプラスチック基板上 ZnO 薄膜トランジスタの伝達

特性，日垣友宏，木村祐太，前元利彦，佐々誠彦，井上正崇，第72 回応用物理学会学

術講演会，2011 年 9 月 1 日，山形大学． 
242. 単結晶 ZnO 薄膜に対する 8MeV プロトンビームの照射効果，青木隆裕，藤本龍吾，小

池一歩，佐々誠彦，矢野満明，權田俊一，石神龍哉，久米恭，第72 回応用物理学会学

術講演会， 2011 年 9 月 1 日，山形大学． 
243. CdTe 中における Pb1−xSnxTe (0≦x≦1)ナノドットの自己組織化，中田裕紀，小池一歩，

矢野満明，第 72 回応用物理学会学術講演会，2011 年 9 月 1 日，山形大学． 
244. ２次元および３次元 EBSD結晶形態に基づいた圧電材料のマルチスケール解析，上辻

靖智，倉前宏行，槌谷和義，日本機械学会 M&M2011 材料力学カンファレンス，2011
年 7 月 16～18 日，九州工業大学． 

245. 第一原理計算による新規無鉛圧電材料の構造および機能評価，千代昌功，上辻靖

智，槌谷和義，日本機械学会 M&M2011 材料力学カンファレンス，2011 年 7 月 16～

18 日，九州工業大学． 
246. ＲＦマグネトロンスパッタリング法による新規無鉛圧電薄膜の創製，森山亮祐，上辻靖

智，槌谷和義，日本機械学会 M&M2011 材料力学カンファレンス，2011 年 7 月 16～

18 日，九州工業大学． 
247. 無鉛圧電材料のコロニー形成試験，畦地一甫，上辻靖智，槌谷和義，平野義明，日本

機械学会 M&M2011 材料力学カンファレンス，2011 年 7 月 16～18 日，九州工業大

学． 
248. Effects of N and P ion-implantation and post-annealing on single-crystalline ZnO 

films grown by molecular beam epitaxy, T. Aoki, R. Fujimoto, K. Koike, S. Sasa, M. 
Yano, S. Nagamachi, K. Yoshida, 30th Electronic Materials Sympo., 2011 年 6 月 30
～7 月 1 日，滋賀． 

249. 走査電子顕微鏡内における絶縁体薄膜の表面電位分布測定,*13 長田 明，小寺正

敏，日本顕微鏡学会第 67 回学術講演会，2011 年 5 月 16 日，福岡． 
250. 培養骨格筋のバイオアクチュエータへの応用，及川裕輝，黒田純平，掃部貴文，笠松

研佑，藤里俊哉，筒井博司，第 50 回生体医工学会大会，2011 年 4 月 29 日～5 月 1
日，東京電機大学． 

251. 培養骨格筋のバイオアクチュエータへの応用，及川裕輝，黒田純平，掃部貴文，笠松

研佑，藤里俊哉，筒井博司，第 50 回生体医工学会大会，2011 年 4 月 29 日～5 月 1
日，東京電機大学． 

252. ロボットハンドに用いるマルチチャンネル触覚センサの開発，村嶋良彦，高光秀幸，赤

澤堅造，筒井博司，第 50 回生体医工学会大会，2011 年 4 月 29 日～5 月 1 日，東京

電機大学． 
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＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 

シンポジウム/ワークショップ 

 国際ワークショップ，2011. 8. 23 

 戦略的研究プロジェクト第２回シンポジウム，2012. 10. 29 

 戦略的研究プロジェクト第３回シンポジウム，2013. 10. 29 

 国際ワークショップ，2015. 9. 4 

成果報告会 

 戦略的研究プロジェクト 2011年度成果報告会，2012. 3. 21 

 戦略的研究プロジェクト 2012年度成果報告会，2013. 3. 18 

 戦略的研究プロジェクト 2013年度成果報告会，2014. 3. 14 

 戦略的研究プロジェクト 2014年度成果報告会，2015. 3. 17 

 戦略的研究プロジェクト最終成果報告会，2016. 3. 8 

以上の実施報告を Web ページ（http://www.oit.ac.jp/japanese/nanotech/）に報告。 

 

研究成果報告書 

 戦略的研究基盤形成支援事業「セキュアライフを支援するデバイス・システム基盤研究拠

点の形成」中間研究成果報告書を H23年度からH26年度まで，毎年，学会研究機関（大学，

国公立研究期間，企業等）に約 100冊を送付。 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 

 特になし。 

 

 

１４ その他の研究成果等 

特になし  
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

外部機関との研究協力にも留意されたい。 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

 主に材料評価に関し，次のような国内外の研究機関と，研究者や学生の交換を含めた実

質的に成果の出る共同研究を進めることができ，今後も継続する予定である。 

【国内】 

・若狭湾エネルギー研究センター石神龍哉主任研究員 

同センターのプロトン照射装置を利用し，酸化亜鉛系材料の放射線耐性を評価。世界的

にも報告例の無い高照射量領域での耐性に関するデータが得られている。 

・東北大学 秩父重英教授／筑波大学 上殿明良教授 

放射線照射によって酸化亜鉛中に生成される欠陥を時間・空間分解カソードルミネセンス

や陽電子消滅により評価し，欠陥の生成・消滅過程に関して従来に無い知見を得ること

に成功している。 

・大阪大学レーザーエネルギー学研究所 斗内政吉教授 

InAs 薄膜を使った高強度テラヘルツ光源の開発では，発光強度特性の評価を行い，従

来には例を見ない高い放射強度の実現に成功した。 

・株式会社エフ・ティー・エスコーポレーション 門倉貞夫社長 

対向ターゲット式スパッタリングによる酸化物半導体薄膜の成膜技術開発を行い，大面

積成膜に適するスパッタリング法でサファイア基板上に酸化亜鉛単結晶膜を作製するこ

とに成功している。 

・Spring-8 などの公的研究施設を利用し，酸化物／絶縁膜について，新たな材料評価を行っ

ている。 

・株式会社リガク X線研究所 稲葉克彦研究員 

遷移金属酸化物半導体である酸化モリブデンや酸化タングステン薄膜の結晶性や構造

を解析．基板とのエピタキシャル方位関係や薄膜が受ける歪みに関して新しい知見が

得られている． 

・大阪府立大学 安田雅昭 教授 

モンテカルロ法と分子動力学法を融合したシミュレーションを開発し、電子線ナノプロセ

スの多彩な物理現象や応用技術の解析を実施し、電子線照射効果を分子レベルで解

明できるようになった。 

・独立行政法人 産業技術総合研究所 大久保 雅隆 計測フロンティア研究部門長 

ワイドギャップ半導体中に存在する微量軽元素の計測分析技術の開発．EXAFS や CL

測定を行って，ワイドギャップ半導体の価電子制御技術を開発中． 

【国外】 

・ドイツ国 Karlsruher工科大学 Heiko Groiss研究員／オーストリア国 J. K. Linz大学 Wolfgang 

Heiss教授 

カドミウムテルル障壁層中における鉛テルル量子ドットの自己形成メカニズムと発光特性

を解明し，高分解能透過電子顕微鏡でドット形成を動画でその場観察することに成功し

た。 

・ポーランド国Wrocław 工科大学 Jan Misiewicz 教授 

酸化亜鉛/酸化マグネシウム亜鉛の量子井戸を非接触エレクトロレフレクタンス法と時間

分解フォトルミネセンス法で測定し，酸化亜鉛井戸層の厚さや酸化マグネシウム障壁層

の高さとサブバンド構造の関係を明らかにした。 
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・クロアチア国 Rijeka大学 Mladen Petravic教授／オーストラリア国 Australian National大学

Chennupati Jagadish 教授 

酸化亜鉛へのイオン注入時に生成される欠陥の解析に関する研究に着手し，XPS や

NEXAFSによる解析を行いｐ型ドーピングのための基礎的検討を行っている。 

・スペイン国 Salamanca大学 Juan Manuel Corchado 教授 

適応学習を用いた匂い検出システムの構築に必要な高速情報処理が可能なアルゴリズ

ムを開発し，雑音の多い匂いセンサを用いても弁別性の高い人工鼻の開発に成功してい

る。 

・スペイン国 Salamanca大学 Tomas Gonzalez教授／北海道大学 葛西教授 

酸化亜鉛を用いたセルフスイッチングナノダイオードの開発を進め、室温プロセスにより

ダイオードを作製した。明瞭な整流特性が観測され、異種材料の接合を用いずに完全に

透明なダイオードの開発に初めて成功した． 

・カナダ国 McGill大学 Raynald Gauvin教授 

超高分解能走査電子顕微鏡像取得技術を適用し従来観察できなかった微細な表面構

造観察条件を見出した．未解明であった走査電子顕微鏡内のフォギング電子の空間分

布とエネルギー分布を取得することに成功した． 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

(1) 国内および国外の研究者との研究協力に努めている点は、評価に値する。 

(2) 個別に実施されているものについてのリストはあるが、本事業とのつながりがよく見えな

い。 

という評価を頂いている。外部機関との共同研究についても、本研究プロジェクトの一環とし

て行っており、いくつかの研究成果にはとりわけ高い評価得ているものもあり、実質的な研究

成果につながっているものと考えている。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

 上記 (1) のような良好な評価を頂いているが、中間評価以降にも共同研究先を加えてお

り、評価に甘んずる事無く、当初の方針にしたがって努力を続けたものと考えている。 

 また、上記 (2) の評価に着いても、既に前項に記載のとおり、実質的な研究成果につなが

ったものと自負しており、さらに、今後も共同研究体制を維持・発展させていく予定である。 
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１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）

（千円）

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積

㎡

（千円）

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

１８　研究費の支出状況研究費の支出状況 （千円）

  平成 年度

(会費負担金）

79 学会等への参加費 79 学会等への参加費

対向ターゲット式スパッタ装置

H23 NFTS-3S-RO型 一式

1,446

私学助成

デジタルマイクロスコープ

H23 VHX-1000他 一式 4h/日 6,426 4,284

H23

Picojet-2000WOKD

一式 6h/日 9,072 6,048

H23 FCE-1ESYS他 一式 3h/日 14,952 9,968

2006 993 25

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

研究者：13名

院生：約25名

158,664 0

3,541

学内1人

補助主体

私学助成

私学助成

積　　算　　内　　訳

私学助成

私学助成

私学助成

補助主体

389

0

国内学会、国際学会への出席旅費

招聘講師への講演料

各種装置の修理費

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

389

3,541

3,541

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

パソコン等購入費パソコン等8,480

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター

0

0

計

389

2,740

計

0

8,480

時給　800円，年間時間数　434時間，実人数１名

19,297

装置の修理費 390

書類作成

講師謝金

報告書の送付費用 46

学会等への出席旅費

336

397

1,396

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

実験の実施に必要な材料等の消耗品

支　出　額

実験用材料・薬品等 5,275

5,653 3,526

NanoNaviII-CITS他

一式 6h/日

10,437 6,272

8h/日 16,905 11,270

VE8800S 一式 3h/日

3Dリアルサーフェスビュー顕微鏡

ナノインクジェットプリンタ

4h/日

H23

誘電体・強誘電体評価システム

デバイス静特性・雑音特性評価装置

H23 B1500A/N9000A 一式

9,975原子間力顕微鏡 H23 6,650

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

ナノ材料マイクロデ

バイス研究センター

0

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積

（研究装置）

研究室等数 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番 事業経費 補助金額

事業経費施　設　の　名　称

計

（情報処理関係設備）

図　　　　書

リサーチ・アシスタント

（設備保守修繕費）

報酬・委託料

390

教育研究経費支出

予稿集・報告書の印刷費

小  科  目

主　な　使　途

消　耗　品　費

0

予稿集・報告書

58 研究結果報告書等を関係機関へ送付する送料

金　　額

研究支援推進経費

16,591

光　熱　水　費

397

教育研究用機器備品

人件費支出

（兼務職員）

印刷製本費

旅費交通費

336

23

（研究設備）

整備年度

計

通信運搬費

年　　　度

私学助成



（様式2）
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  平成 年度

  平成 年度

賃借料

50 装置使用料 50 装置使用料

研究支援推進経費

0

計

0

リサーチ・アシスタント

0

ポスト・ドクター

0

計 3,794

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

教育研究用機器備品

3,794 パソコン等 1,130 パソコン等購入費

図　　　　書

0

計 851

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

（兼務職員）

0

教育研究経費支出

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出

851 書類作成 851

時給　800 円，年間時間数　950.25 時間，実人数１名

（設備保守修繕費）

2,000 装置の修理費 2,000 各種装置の修理費

計 19,645

報酬・委託料

477 講師謝金 391 招聘講師への講演料

(会費負担金）

321 学会等への参加費 321 国際会議、国内学会への参加費

印刷製本費

328 予稿集・報告書 328 予稿集・報告書の印刷費

旅費交通費

2,002 学会等への出席旅費 1,634 国内学会、国際学会への出席旅費

光　熱　水　費

0

通信運搬費

62 報告書の送付費用 41 研究結果報告書を関係機関へ送付する送料

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費

14,405 実験用材料・薬品等 6,650 実験の実施に必要な材料等の消耗品

年　　　度

25

小  科  目 支　出　額

積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

研究支援推進経費

3,541 3,541 学内１人　

計

3,541

リサーチ・アシスタント

0

ポスト・ドクター

0

計 6,158

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

教育研究用機器備品

6,127 パソコン等 1,035 パソコン等購入費

図　　　　書

31 研究用図書 31 研究用図書

計 835

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

（兼務職員）

0

教育研究経費支出

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出

835 書類作成 835

時給　800 円，年間時間数　869.5 時間，実人数１名

（設備保守修繕費）

1,886 装置の修理費 1,886 各種装置の修理費

計 17,351

報酬・委託料

422 講師謝金 222 招聘講師への講演料

(会費負担金）

148 学会等への参加費 137 国際会議、国内学会への参加費

印刷製本費

378 予稿集・報告書 378 予稿集・報告書の印刷費

旅費交通費

1,419 学会等への出席旅費 1,098 国内学会、国際学会への出席旅費

光　熱　水　費

0

通信運搬費

65 報告書の送付費用 44 研究結果報告書等を関係機関へ送付する送料

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費

13,033 実験用材料・薬品等 6,282 実験の実施に必要な材料等の消耗品

年　　　度

24

小  科  目 支　出　額

積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容
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  平成 年度

  平成 年度

計

1,200

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

1,200 1,200 学内２人

図　　　　書

0

計 4,118

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

4,118 パソコン等 1,204 パソコン等購入費

教育研究経費支出

計 943

人件費支出

943 書類作成 943
時給860円，年間時間数　1012 時間，実人数１名

（兼務職員）

0

計 19,396

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

（設備保守修繕費）

4,843 装置の修理費 4,438 各種装置の修理費

報酬・委託料

1,290 講師謝金 739 招聘講師への講演料

(会費負担金）

439 学会等への参加費 439 国際会議、国内学会への参加費

印刷製本費

327 予稿集・報告書 327 予稿集・報告書の印刷費

旅費交通費

1,962 学会等への出席旅費 1,565 国内学会、国際学会への出席旅費

光　熱　水　費

0

通信運搬費

45 報告書の送付費用 35 研究結果報告書を関係機関へ送付する送料

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費

10,490 実験用材料・薬品等 5,903 実験の実施に必要な材料等の消耗品

小  科  目 支　出　額

積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

計

0

年　　　度

27

ポスト・ドクター

0

研究支援推進経費

0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

0

図　　　　書

0

計 4,287

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

4,287 パソコン等 1,671 パソコン等購入費

教育研究経費支出

計 880

人件費支出

880 書類作成 880

時給　840 円，年間時間数　961.75 時間，実人数１名

（兼務職員）

0

計 19,225

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

(会費負担金）

297 学会等への参加費 297 国際会議、国内学会への参加費

（設備保守修繕費）

4,094 装置の修理費 4,094 各種装置の保守費用

賃借料

10 装置使用料 10 装置使用料

報酬・委託料

608 講師謝金 136 招聘講師への講演料

印刷製本費

240 予稿集・報告書 240 予稿集・報告書の印刷費

旅費交通費

1,822 学会等への出席旅費 1,751 国内学会、国際学会への出席旅費

光　熱　水　費

0

通信運搬費

50 報告書の送付費用 40 研究結果報告書を関係機関へ送付する送料

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費

12,104 実験用材料・薬品等 4,851 実験の実施に必要な材料等の消耗品

小  科  目 支　出　額

積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

年　　　度

26


